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五
月
に
四
川
省
で
起
き
た

大
地
震
は
、
日
本
に
い
る

我
々
の
心
に
今
も
衝
撃
を
送

り
続
け
て
い
る
。
八
万
七
千

人
に
上
る
死
者
と
行
方
不
明

者
。
地
形
変
動
に
よ
る
巨
大

な
堰
止
湖
と
そ
の
決
壊
の
恐

怖
。
多
く
の
人
び
と
の
生
活

が
あ
ま
り
に
も
無
残
に
奪
わ

れ
た
様
子
が
生
々
し
い
映
像

を
通
じ
て
我
々
の
前
に
示
さ

れ
た
か
ら
で
あ
る
▼
そ
の
悲

惨
さ
と
反
比
例
す
る
よ
う

に
、
外
国
の
メ
デ
ィ
ア
や
救

助
隊
を
受
け
入
れ
、
情
報
を

公
開
す
る
中
国
政
府
の
姿
勢

に
国
内
外
の
評
価
も
高
ま
っ

た
▼
だ
が
、
一
カ
月
を
経

て
、
そ
の
姿
勢
は
一
変
し

た
。「
易
姓
革
命
」
に
象
徴
さ

れ
る
よ
う
に
、
中
国
で
は

「
徳
」
を
失
い
「
天
」
か
ら

見
放
さ
れ
た
指
導
者
は
政
権

を
去
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ

う
い
っ
た
意
味
で
、
長
い
歴

史
の
中
で
中
国
の
政
治
に
も

あ
る
種
の
「
民
意
」
が
反
映

さ
れ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

現
政
権
は
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ

っ
て
民
衆
の
不
満
が
あ
お
ら

れ
、
大
き
な
力
と
な
る
こ
と

を
怖
れ
て
規
制
を
始
め
た
の

で
あ
る
▼
と
は
い
え
、
人
び

と
の
暮
ら
し
が
元
に
戻
っ
た

わ
け
で
は
な
い
。
因
縁
深
き

隣
国
に
住
む
我
々
は
、
自
国

の
軍
用
機
が
中
国
の
空
を
飛

ぶ
か
否
か
で
は
な
く
、
彼
の

国
の
国
情
を
考
慮
に
入
れ
な

が
ら
も
、「
隣
人
」
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
心
配
り
が
で
き

る
か
に
つ
い
て
、
こ
ん
な
と

き
こ
そ
空
気
を
読
ま
ね
ば
な

ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

（
北
波

道
子
）
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認
定
留
学
制
度
を
拡
大
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�
面
…
夏
季
休
業
中
の
施
設
利
用

��
〜面
…
特
集

平
成
１９
年
度
学
校
法
人
関
西
大
学

決
算
に
つ
い
て

�
面
…
第
３１
回
総
合
関
関
戦
で
本
学
が
総
合
優
勝

４
・
９
面

気
を
つ
け
て
�

キ
ャ
ン
パ
ス

ラ
イ
フ
の
落
と
し
穴

み
な
さ
ん
が
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
送
る
上
で
特
に
注
意
し
て

ほ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
、
本
学
の
学
生
と
し
て
自
覚
を
も
っ
て
行

動
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
願
い
を
込
め
て
特
集
し
た
。

１２
面

関
大
Ｔ
ｒ
ｉ
ｖ
ｉ
ａ
ｌ
�

本
紙
第
３２８
号
に
引
き
続
き
、
関
西
大
学
の
逸
話
を
紹
介
す
る
。

決
し
て
試
験
に
は
出
な
い
け
れ
ど
、友
だ
ち
に
教
え
た
く
な
る
よ
う

な
話
を
集
め
た
関
大
Ｔ
ｒ
ｉ
ｖ
ｉ
ａ
ｌ
の
第
二
弾
。

２
面

ソ
シ
オ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
戦
略

研
究
セ
ン
タ
ー
が
快
挙

文
部
科
学
省
が
公
募
し
て
い
た
「
人
文
学
及
び
社
会
科
学
に
お

け
る
共
同
研
究
拠
点
の
整
備
の
推
進
事
業
」
に
、
ソ
シ
オ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
戦
略
研
究
セ
ン
タ
ー
が
私
立
大
学
と
し
て
初
の
採
択
。
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先日、ミャンマーの縫製産業調査のため、同国を訪問
する機会を得た。ミャンマーの縫製産業はその最大の輸
出工業部門であり、グローバルな生産と流通ネットワー
クに参加している数少ない産業部門である。その労働集
約度の高さから資本蓄積が少なく、農外就業機会を増や
しつつ安定した経済発展を望むミャンマーのような国に
は、工業化への足掛かりとしての縫製産業の役割は大き
い。そのため同産業が今後、持続的な発展を実現できる
かどうかは、ミャンマー全体の経済発展にとっても重要
な意味を持つのである。
私はこれまでアジアの
途上国を研究のフィール
ドにしてきたことから、
多くのアジアの都市を訪
問する機会に恵まれてき
た。しかし、今回初めて
滞在したミャンマーの最大都市ヤンゴンはその中でも最
も美しい街の一つであるという印象を強く持った。街に
はたくさんの樹木が青々と茂っており、その隙間から黄
金に輝くパゴダが時折姿を見せるという風景はとても幻

せいひつ

想的で、「静謐」という言葉が脳裏をよぎったものだっ
た。
そうしたなか、５月２日深夜から３日未明にかけて、
巨大なサイクロンがミャンマーのエーヤワディー・デル
タとヤンゴンを直撃し、多数の犠牲者を出すこととなっ
た。サイクロン上陸当日の夕方に調査を終え、帰国を翌
日に控えていた矢先の出来事だった。宿泊していたホテ
ルではいくつもの部屋の窓ガラスが割れ、屋根の瓦が吹
き飛ぶなどし、その猛威には恐怖を覚えた。また、サイ
クロン後のヤンゴンは、電柱や街路樹がことごとくなぎ

倒され、その下敷きになった建物が潰れるという状況
で、さながら戦争で荒廃した都市の様相を呈していた。
その後無事帰国したものの、拡大する被害情報を受け
ては心を痛めている。現地での限定的な観察からは、電
気や水道、道路や港湾といった基本インフラが壊滅的な
打撃を受けており、その復旧には時間がかかることは間
違いないと思われた。また、本格的な雨季を前にして、
伝染病の蔓延などといった二次災害の懸念も高まってい
る。
さらに、より中・長期的な問題として心配なのは、今
回訪問調査を行った主要縫製企業が大きな被害を受けた
ことで、輸出工業部門をリードしてきた同産業の成長が
停滞・逆行するかもしれないということである。主要産
業へのこうした打撃は、それに関わることで生計を立て
ている多くの勤勉なミャンマーの人びとの暮らしを簡単
に破壊するインパクトを持っているのである。２００３年７
月以降実施されているアメリカによる厳しい経済制裁
は、幼稚産業ともいえる同国の縫製産業を一度危機的状
況に陥れた。しかし、それでも何年かの苦労の末、よう
やく主要輸出先を変えるなどして徐々に成長軌道に戻り
つつあった矢先のサイクロンであっただけに、残念でな
らない。
今回のミャンマー訪問では、こうした困難に直面する
アジアの仲間に対して、同じアジアに生きる我々に何が
できるのか、ということを強く考えさせられた。地域の
結びつきを深めているアジアの問題は、いまや全て我々
の問題でもある。いずれにせよ、今回のサイクロン被害
に遭ったミャンマーの人たちが立ち直り、自分たちの生
活を取り戻す日が一日も早く来ることを願ってやまな
い。 （経済学部准教授）

後藤 健太

特
集

特
集
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こ
の
た
び
、
文
部
科
学
省
が
公
募
し

て
い
た
「
人
文
学
及
び
社
会
科
学
に
お

け
る
共
同
研
究
拠
点
の
整
備
の
推
進
事

業
」
に
、
関
西
大
学
「
ソ
シ
オ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
戦
略
研
究
セ
ン
タ
ー
」（
セ
ン
タ

ー
長
�
鵜
飼
康
東
総
合
情
報
学
部
教

授
）
が
採
択
さ
れ
た
。

こ
の
事
業
は
、
国
公
私
立
大
学
を
通

じ
た
共
同
研
究
の
促
進
お
よ
び
研
究
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
並
び
に
学
術

資
料
等
の
共
同
利
用
の
促
進
等
、
研
究

体
制
や
研
究
基
盤
を
強
化
す
る
た
め

に
、
共
同
研
究
拠
点
の
整
備
を
私
立
大

学
等
に
も
拡
大
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

今
回
、
十
四
大
学
（
十
四
拠
点
）
が

申
請
し
、
本
学
を
含
む
五
大
学
（
五
拠

点
）
が
採
択
さ
れ
た
。

こ
の
整
備
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と

は
、本
学
が「
ソ
シ
オ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
戦

略
」と
い
う
新
し
い
学
問
分
野
の
創
設
に

取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
、
お
よ
び
、
そ

れ
に
よ
る
豊
富
な
学
術
デ
ー
タ
の
蓄

積
、
政
策
分
析
ツ
ー
ル
の
公
開
、
国
際

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
な
ど
が
高
く

評
価
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
。

関
西
大
学
で
は
、
来
る
九
月

二
十
九
日
（
月
）
か
ら
十
月
三

日
（
金
）
に
か
け
て
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ

と
の
共
同
事
業
に
よ
る
生
涯
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
関
西
大
学
地

域
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
開
催
す

る
。
こ
れ
は
、
本
学
を
は
じ
め

と
す
る
四
大
学
の
主
催
に
よ

り
、
大
学
の
研
究
成
果
や
、
地

域
の
文
化
や
伝
統
、
自
然
、
産

業
な
ど
を
題
材
と
し
た
講
義
を

行
い
、
地
域
の
人
び
と
や
学
生

に
、
受
講
生
同
士
の
交
流
を
勧

め
な
が
ら
、
地
域
の
魅
力
を
伝

え
よ
う
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

本
学
で
は
、
文

学
部
が
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施

し
、「
古
都
飛
鳥
の

歴
史
と
文
学
」
を

テ
ー
マ
に
、
高
松

�
古
墳
の
壁
画
発

掘
と
い
う
世
紀
の

大
発
見
を
も
た
ら

し
た
考
古
学
、
歴

史
学
、
地
理
学
、

国
文
学
の
ス
タ
ッ
フ
が
総
力
を

あ
げ
て
「
飛
鳥
学
」
の
総
合
講

座
を
提
供
す
る
。
千
里
山
キ
ャ

ン
パ
ス
で
の
講
義
に
、
明
日
香

村
に
あ
る
関
西
大
学
飛
鳥
文
化

研
究
所
・
植
田
記
念
館
に
宿
泊

し
て
行
う
史
跡
見
学
と
現
地
講

義
を
付
け
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
す
る
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
講

義
内
容
は
次
の
と
お
り
。

九
月
二
十
九
日
�
入
学
式
と

講
義
「
飛
鳥
と
関
西
大
学
」

九
月
三
十
日
�
「
萬
葉
人
の

『
あ
す
か
』」、「
持
統
天
皇
御
製

『
春
過
ぎ
て
夏
来
た
る
ら
し

…
』
歌
再
考
」、「
高
松
�
古
墳

・
キ
ト
ラ
古
墳
の
壁
画
世
界
」

の
各
講
義

十
月
一
日
�
飛
鳥
寺
・
川
原

寺
・
橘
寺
の
踏
査
と
現
地
講
義

お
よ
び
「
飛
鳥
の
古
代
史
」
の

講
義十

月
二
日
�
「
古
代
飛
鳥
の

仏
像
―
銅
と
土
と
ほ
と
け
た
ち

―
」
の
講
義
と
石
舞
台
・
高
松

�
踏
査
と
現
地
講
義

十
月
三
日
�
千
里
山
キ
ャ
ン

パ
ス
に
て
「
古
代
都
城
と
し
て

の
飛
鳥
『
京
』
の
存
在
？
」、「
飛

鳥
と
藤
原
京
を
め
ぐ
る
古
代
の

道
路
」
の
各
講
義
と
卒
業
式
。

（
文
学
部
）

被
災
地
域
の

方
々
、
ま
た
被

害
に
遭
わ
れ
た

方
々
に
、
心
よ

り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

本
学
で
は
、
こ

の
た
び
の
被
災

地
域
（
災
害
救

助
法
適
用
地

域
）
出
身
の
学

生
に
対
し
て
、

「
関
西
大
学
第

５
種
給
付
奨
学

金
」
制
度
に
よ

る
奨
学
援
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。
給
付
金
額
は

学
費
相
当
額
を
上
限
と
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
学
生
生
活

課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

こ
の
た
び
、
最
近
の
大
学

院
を
取
り
巻
く
状
況
と
学
費

支
弁
者
の
経
済
的
負
担
を
十

分
勘
案
し
、
平
成
二
十
一
年

度
入
学
生
か
ら
、
外
国
語
教

育
学
研
究
科
、
総
合
情
報
学

研
究
科
お
よ
び
工
学
研
究
科

（
平
成
二
十
一
年
度
よ
り
理

工
学
研
究
科
に
改
組
）
に
お

け
る
博
士
課
程
後
期
課
程
の

学
費
を
、
平
成
二
十
年
度
文

科
系
研
究
科
に
お
け
る
博
士

課
程
後
期
課
程
の
学
費
と
同

額
と
な
る
よ
う
減
額
改
定
い

た
し
ま
す
。

ま
た
、
社
会
学
研
究
科
に

お
け
る
実
験
実
習
料
に
つ
い

て
、
実
習
科
目
を
必
修
か
ら

選
択
に
変
更
す
る
こ
と
に
伴

い
、
実
験
実
習
料
の
徴
収
を

停
止
し
、
受
益
者
負
担
の
観

点
か
ら
、
実
習
科
目
に
係
る

経
費
の
実
費
相
当
額
を
徴
収

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
た
び
の
減
額

改
定
に
伴
い
、
各
研
究
科
に

お
い
て
は
一
層
の
定
員
充
足

を
図
る
も
の
と
し
、
併
せ
て

学
術
研
究
の
高
度
化
と
後
継

者
育
成
に
資
す
る
こ
と
を
め

ざ
し
ま
す
。

平
成
二
十
年
五
月
七
日

学
校
法
人

関
西
大
学

本
学
の
認
定
留
学
制
度
は
、

こ
れ
ま
で
「
外
国
の
大
学
ま
た

は
大
学
院
に
お
い
て
所
属
学
部

ま
た
は
所
属
研
究
科
に
関
係
す

る
専
門
分
野
の
学
修
を
す
る（
専

門
科
目
を
複
数
科
目
履
修
す

る
）
留
学
」
だ
け
が
対
象
で
あ

っ
た
が
、
新
た
に
「
大
学
付
属

の
語
学
研
究
機
関
（
政
府
公
認

の
語
学
学
校
を
一
部
含
む
）
に

お
い
て
外
国
語
研
修
を
す
る
こ

と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
留
学

（
以
下
「
中
期
外
国
語
研
修
」

と
い
う
）
」
も
対
象
と
な
っ

た
。
い
わ
ゆ
る
「
語
学
留
学
」

が
一
定
の
条
件
を
有
す
る
場
合

に
対
象
と
な
る
。

中
期
外
国
語
研
修
に
つ
い
て

は
、
留
学
先
で
の
授
業
期
間

が
、
春
学
期
留
学
の
場
合
、
四

月
一
日
か
ら
八
月
末
日
ま
で
の

期
間
内
に
お
い
て
原
則
と
し
て

三
カ
月
以
上
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
秋
学
期
留
学
の
場
合
は
、
九

月
二
十
一
日
か
ら
二
月
末
日
ま

で
の
期
間
内
に
お
い
て
原
則
と

し
て
三
カ
月
以
上
で
あ
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ

の
条
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、

上
述
の
期
間
以
前
に
留
学
を
開

始
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
期
間

以
降
に
留
学
を
終
了
す
る
こ
と

も
可
能
。
ま
た
、
二
学
期
間
の

留
学
の
場
合
は
、
各
学
期
に
つ

い
て
上
述
の
条
件
を
満
た
し
て

い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

認
定
留
学
と
し
て
認
め
ら
れ

る
と
、
交
換
派
遣
留
学
生
と
同

様
の
教
学
上
の
措
置
が
講
じ
ら

れ
る
。
認
定
留
学
期
間
は
一
学

期
間
ま
た
は
二
学
期
間
で
あ

る
。ま

た
、
認
定
留
学
す
る
際
の

学
費
等
の
取
り
扱
い
も
改
正
さ

れ
た
。
留
学
す
る
学
期
の
授
業

料
、
教
育
充
実
費
お
よ
び
実
験

実
習
料
は
全
額
減
免
さ
れ
、
学

期
ご
と
に
認
定
留
学
在
籍
料
十

万
円
を
本
学
に
納
入
す
れ
ば
よ

い
こ
と
に
な
る
。

来
年
度
春
学
期
に
留
学
を
開

始
す
る
場
合
は
、
十
二
月
二
十

二
日（
月
）ま
で
に
国
際
交
流
セ

ン
タ
ー
事
務
室
に
申
請
す
る
こ

と
。な
お
、制
度
の
詳
細
や
出
願

資
格
等
は
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

で
配
布
し
て
い
る
お
知
ら
せ
ま

た
は
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト（h

ttp:��w
w
w
.

k
an
sai�u

.ac.jp�K
ok

usai

）を
確
認
し
て
ほ
し
い
。

（
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
事
務
室
）

（注）
一

心
理
学
研
究
科（
三
年
コ
ー
ス
含

む
）に
つ
い
て
は
、
実
験
実
習
料
（
年

額
二
万
円
）を
徴
収
す
る
。

二

入
学
金
は
、
学
内
か
ら
引
き
続
き
進

学
す
る
者
は
徴
収
し
な
い
が
、こ
れ
に

該
当
し
な
い
も
の
は
入
学
初
年
度
の

み
十
三
万
円
を
徴
収
す
る
。

川
越
市
市
民
会
館
（
埼
玉

県
）
で
六
月
十
四
日
に
開
催
さ

れ
た
「
第
四
十
九
回
外
国
人
に

よ
る
日
本
語
弁
論
大
会
」
に
、

李
俊
さ
ん
（
大
学
院
経
済
学
研

究
科
Ｍ
二
）
が
出
場
し
た
。

同
大
会
は
、
財
団
法
人
国
際

教
育
振
興
会
な
ど
が
主
催
し
、

外
務
省
・
文
化
庁
な
ど
が
後
援

す
る
全
国
規
模
の
日
本
語
弁
論

大
会
で
、
今
大
会
に
は
二
十
九

カ
国
・
地
域
か
ら
百
人
の
応
募

が
あ
り
、
予
選
審
査
を
突
破
し

た
十
二
人
が
出
場
し
た
。

李
さ
ん
は
、
昨
年
十
二
月
に

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
が
開
催
し

た
「
第
五
回
外
国
人
留
学
生
に

よ
る
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ

ス
ト
」
で
大
賞
を
受
賞
し
た
際

の
ス
ピ
ー
チ
に
さ
ら
に
磨
き
を

か
け
て
今
大
会
に
挑
戦
し
た
。

当
日
は
、
一
昨
年
、
今
宮
戎

神
社
の
福
娘
と
し
て
奉
仕
し
た

際
に
感
じ
た
日
本
・
日
本
人
と

の
交
流
を
、
流
暢
な
日
本
語
と

あ
ざ
や
か
な
福
娘
の
衣
装
で
披

露
し
た
。

な
お
、
当
日
の
模
様
は
八
月

三
日
（
日
）
午
後
十
時
よ
り
Ｎ

Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
に
て
放
映
予

定
。

◆
公
立
高
校
と
初
の
高
大
連
携

本
学
は
、
こ
れ
ま
で
入
学
志

願
者
の
多
い
私
立
高
校
を
対
象

に
「
高
大
接
続
パ
イ
ロ
ッ
ト

校
」
と
し
て
協
定
を
締
結
し
、

高
校
と
の
連
携
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
き
た
。

こ
の
た
び
、
本
学
と
し
て
は

初
め
て
公
立
高
校
で
あ
る
乙
訓

高
校
、
向
陽
高
校
、
西
乙
訓
高

校
（
い
ず
れ
も
京
都
府
立
）、
槻

の
木
高
校
（
大
阪
府
立
）、
伊
丹

高
校
（
伊
丹
市
立
）
の
五
校
と

新
た
に
協
定
を
締
結
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
校
は

二
十
六
校
と
な
っ
た
。な
お
、京

都
府
の
場
合
は
、
従
来
の
一
対

一
型
の
高
大
連
携
で
は
な
く
、

地
域
と
い
う
広
が
り
を
持
た
せ

た
新
た
な
試
み
と
し
て
、
京
都

府
教
育
委
員
会
と
包
括
協
定
を

締
結
し
た
。今
後
は
、公
立
高
校

を
含
め
、
さ
ら
な
る
高
校
と
の

連
携
強
化
に
つ
と
め
て
い
く
。

◆
学
生
証
（
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
）
を

在
学
生
に
配
付

本
年
度
か
ら
学
生
証
を
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
（
Ｆ
ｅ
ｌ
ｉ
ｃ
ａ
）
化

し
、
新
入
生
に
は
既
に
四
月
に

配
付
し
、
二
年
次
生
以
上
は
九

月
に
配
付
を
予
定
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
全
て
の
学
生
が

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
こ
と

に
な
る
。
今
後
は
、
現
行
の
活

用
方
法
以
外
の
多
彩
な
利
用
方

法
を
検
討
し
、
活
用
の
幅
を
一

層
広
げ
て
い
く
。

◆
「
す
い
た
Ｅ
Ｃ
Ｏ
活
動
報
告

会
二
〇
〇
八
」
で
の
本
学
に
お

け
る
事
例
発
表

「
関
西
大
学
と
吹
田
市
連
携

協
力
に
関
す
る
基
本
協
定
書
」

に
基
づ
き
、
吹
田
市
環
境
部
主

催
で
六
月
二
十
一
日
に
メ
イ
シ

ア
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
「
す
い

た
Ｅ
Ｃ
Ｏ
活
動
報
告
会
二
〇
〇

八
〜
環
境
保
全
活
動
報
告
会

〜
」
に
お
い
て
、
本
学
事
務
職

員
で
あ
る
松
島
信
夫
施
設
課
課

長
補
佐
が
「
環
境
に
配
慮
し
た

本
学
総
合
学
生
会
館
メ
デ
ィ
ア

パ
ー
ク
凜
風
館
の
設
備
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
、
事
例
発
表

を
行
っ
た
。

凜
風
館
は
太
陽
光
や
風
力
発

電
を
利
用
し
た
エ
コ
キ
ャ
ン
パ

ス
を
具
現
化
し
た
建
物
で
あ

り
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
エ
コ
キ

ャ
ン
パ
ス
へ
の
改
革
の
第
一
歩

と
し
て
の
取
り
組
み
と
実
績
等

に
つ
い
て
紹
介
を
行
っ
た
。

河
合

忠
仁
（
か
わ
い
・
た
だ

ひ
と
�
元
外
国

語
教
育
研
究
機

構
教
授
）

平
成
二
十
年

六
月
十
六
日
死
去
。六
十
三
歳
。

昭
和
四
十
三
年
奈
良
教
育
大

学
（
英
語
専
攻
）
卒
業
。
五
十

二
年
神
戸
市
外
国
語
大
学
大
学

院
修
士
課
程
修
了
。
平
成
十
一

年
本
学
文
学
部
着
任
。
十
二
年

外
国
語
教
育
研
究
機
構
移
籍
。二

十
年
三
月
退
職
。専
門
は
英
語
教

育
政
策
・
教
授
理
論
。

博士課程前期課程 （単位：円）
２２（Ｍ２）

５８０，０００
１４９，０００
７２９，０００

６５０，０００
１５９，０００
６０，０００
８６９，０００

７１０，０００
１７９，０００
９０，０００
９７９，０００

８５０，０００
１９９，０００
９０，０００

１，１３９，０００

２１（Ｍ１）
１３０，０００
５８０，０００
１４９，０００
８５９，０００
１３０，０００
６５０，０００
１５９，０００
６０，０００
９９９，０００
１３０，０００
７１０，０００
１７９，０００
９０，０００

１，１０９，０００
１３０，０００
８５０，０００
１９９，０００
９０，０００

１，２６９，０００

区分／年度
入 学 金
授 業 料
教育充実費
合計

入 学 金
授 業 料
教育充実費
実験実習料
合計

入 学 金
授 業 料
教育充実費
実験実習料
合計

入 学 金
授 業 料
教育充実費
実験実習料
合計

法学、文学、
経済学、商学、
社会学、
心理学研究科

外国語教育学
研究科

総合情報学
研究科

理工学研究科

博士課程前期課程（３年コース） （単位：円）
２３（Ｍ３）

３８６，０００
１４９，０００
５３５，０００

４３３，０００
１５９，０００
６０，０００
６５２，０００

４７３，０００
１７９，０００
９０，０００
７４２，０００

２２（Ｍ２）

３８７，０００
１４９，０００
５３６，０００

４３３，０００
１５９，０００
６０，０００
６５２，０００

４７３，０００
１７９，０００
９０，０００
７４２，０００

２１（Ｍ１）
１３０，０００
３８７，０００
１４９，０００
６６６，０００
１３０，０００
４３４，０００
１５９，０００
６０，０００
７８３，０００
１３０，０００
４７４，０００
１７９，０００
９０，０００
８７３，０００

区分／年度
入 学 金
授 業 料
教育充実費
合計

入 学 金
授 業 料
教育充実費
実験実習料
合計

入 学 金
授 業 料
教育充実費
実験実習料
合計

法学、文学、
心理学研究科

外国語教育学
研究科

総合情報学
研究科

博士課程後期課程 （単位：円）
２３（Ｄ３）

５８０，０００
１４９，０００
７２９，０００

５８０，０００
１４９，０００
６０，０００
７８９，０００

５８０，０００
１４９，０００
９０，０００
８１９，０００

５８０，０００
１４９，０００
９０，０００
８１９，０００

２２（Ｄ２）

５８０，０００
１４９，０００
７２９，０００

５８０，０００
１４９，０００
６０，０００
７８９，０００

５８０，０００
１４９，０００
９０，０００
８１９，０００

５８０，０００
１４９，０００
９０，０００
８１９，０００

２１（Ｄ１）
１３０，０００
５８０，０００
１４９，０００
８５９，０００
１３０，０００
５８０，０００
１４９，０００
６０，０００
９１９，０００
１３０，０００
５８０，０００
１４９，０００
９０，０００
９４９，０００
１３０，０００
５８０，０００
１４９，０００
９０，０００
９４９，０００

博士課程前期課程（１年コース）
（単位：円）
２１（Ｍ１）
１３０，０００
８１２，０００
１４９，０００

１，０９１，０００
１３０，０００
９１０，０００
１５９，０００
６０，０００

１，２５９，０００

区分／年度
入 学 金
授 業 料
教育充実費
合計

入 学 金
授 業 料
教育充実費
実験実習料
合計

文学研究科

外国語教育学
研究科

認認認認認認認認認認認認認認認認認認
定定定定定定定定定定定定定定定定定定
留留留留留留留留留留留留留留留留留留
学学学学学学学学学学学学学学学学学学
制制制制制制制制制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度度度度度度度度度
をををををををををををををををををを
拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡
大大大大大大大大大大大大大大大大大大

被災地出身学生を支援

人
文
学
及
び
社
会
科
学
に
お
け
る
共
同

研
究
拠
点
の
整
備
の
推
進
事
業

文部科学省

新
た
に�
中
期
外
国
語
研
修
�

岩手・宮城内陸地震

ソ
シ
オ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
戦
略
研
究
セ
ン
タ
ー

私立大学
として
初の採択

外
国
人
に
よ
る
日
本
語
弁
論
大
会

李
俊
さ
ん
が
福
娘
姿
で
出
場

訃

報

�
飛
鳥
学
�を

文
学
部
が
開
講

９月２９日
か ら

平成２１年度
入学生から

大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程

学
費
を
減
額
改
定

生涯教育プログラム

平成２１年度 大学院（専門職大学院を除く）入学生の学費

（２）平成２０年（２００８年）７月１１日第 ３５５ 号
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受
　
　
賞

受
　
　
賞�

受
　
　
賞�

白
馬
栂
池
高
原
ロ
ッ
ジ
、

六
甲
山
荘
は
学
生
の
み
の
利

用
も
可
能
。
申
込
方
法
、
利

用
範
囲
、
料
金
等
は
、次
の
と

お
り
。

【
申
込
方
法
と
場
所
】

利
用
開
始
日
の
二
週
間
前

（
た
だ
し
、そ
の
日
が
休
日
に

当
た
る
場
合
は
、そ
の
前
日
）

ま
で
に
所
定
の「
利
用
申
込

書
」に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

宿
泊
料
・
食
事
料
を
添
え
て
関

西
大
学
教
育
後
援
会（
�
０６
―

６
３
６
８
―

０
０
５
５
）ま
で
。

た
だ
し
、高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス

は
、高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
室

で
受
け
付
け
る
。

ま
た
、セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト（http���w

w
w
.ka

nsai�
u.ac.jp�Jigyo�sem

in
ar�index.htm

l

）も
参
照
の
こ

と
。

（
教
育
後
援
会
）

神戸市の北部に連なる六甲山の自然豊かな山腹にあ
り、別館の庭からは明石海峡大橋や神戸空港を望むこ
とができ、１００万ドルの神戸の夜景を楽しむこともでき
る。友人同士で囲む夕食のしゃぶしゃぶやすき焼きが

好評で、多くの来訪者に喜
ばれている。
また、山荘周辺には六甲ガ
ーデンテラス、六甲山牧場、
オルゴールミュージアムな
どさまざまな施設があるの
で、夏の涼しい六甲山を散
策してみるのも良い。

日本の屋根と呼ばれる北アルプスの麓、
栂池高原に位置し、夏場はたいへん涼し
く、絶好の避暑地である。ロッジのすぐ近
くの栂池自然園では、気軽に楽しめるトレ
ッキングコースがあり、訪れる人びとを美
しい高山植物が迎えてくれる。また、ロッ
ジ周辺には多くの温泉が点在し、旅の疲れ
を癒やすことができる。

五
月
の
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
祭
で

は
、「
総
合
情
報
学
部
出
身

企
業
経

営
者
は
語
る

―
い
か
に
リ
ス
ク
を

チ
ャ
ン
ス
に
変
え
た
か
―
」
と
題
し

た
総
合
情
報
学
部
大
学
院
同
窓
会
企

画
が
催
さ
れ
た
。
高
槻

キ
ャ
ン
パ
ス
祭
を
、
大

学
院
生
、
学
部
生
が
卒

業
生
と
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
の
が
総
合
情
報
学
研
究
科
で
あ

る
。

総
合
情
報
学
研
究
科
の
「
情
報
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」（
博
士
課
程
前
期
課

程
）と「
情
報
パ
イ
オ
ニ
ア
」（
博
士
課

程
後
期
課
程
）
が
次
世
代
の「
情
報
ジ

ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
」（
学
部
生
）と
交
流
す

る
。
そ
の
現
場
の
一
つ
が
、
今
回
紹

介
す
る
Ｄ
棟（
大
学
院
棟
）で
あ
る
。

一
階
の
中
教
室
は
、
天
六
キ
ャ
ン

パ
ス
と
の
双
方
向
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス

テ
ム
を
備
え
て
い
る
。
社
会
人
院
生

が
夜
間
天
六
サ
テ
ラ
イ
ト
授
業
で
使

用
す
る
ほ
か
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

の
講
演
を
中
継
す
る
こ
と
も
あ
る
。

二
階
に
は
、
招
聘
研
究
者
用
研
究

室
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ル
ー
ム
、
Ｆ
Ｒ

Ｄ
（
共
同
研
究
室
）、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
保
守
管
理
を
し
て
い
る
「
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
」
が
あ
る
。

ま
た
二
階
に
は
、
二
〇
〇
五
年
か

ら
社
会
連
携
研
究
推
進
事
業
の
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
関
西
大
学
経
済
・

政
治
研
究
所
「
政
策
グ
リ
ッ
ド
コ
ン

ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
実
験
セ
ン
タ
ー（
高

槻
分
室
）」
が
あ
り
、
来
年
、
五
カ
年

計
画
の
完
成
年
を
迎
え
る
。

二
階
の
大
部
分
を
占
め
る
、オ
ー
プ

ン
ア
ク
セ
ス
エ
リ
ア
と
三
階
の
全
体

は
、総
合
情
報
学
研
究
科
の
各
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
使
用
し
て
い
る
。
オ
ー
プ

ン
ス
ペ
ー
ス
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
エ
リ
ア

は
、
理
系
の
実
験
室

で
も
な
く
、
文
系
の
講
義
室
で
も
な

い
、
一
種
独
特
の
雰
囲
気
を
も
つ
。こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
エ
リ
ア
で
は
、院
生

と
一
緒
に
学
部
生
も
研
究
に
加
わ
っ

て
発
言
す
る
光
景
も
日
常
的
で
あ

る
。三

階
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

に
は
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ー
ナ
ー
が
あ

る
。
自
動
販
売
機
で
購
入
し
た
カ
ッ

プ
麺
や
、
ミ
ニ
・
キ
ッ
チ
ン
で
自
炊

し
た
料
理
を
食
べ
、
今
夜
も
ま
た
彼

ら
は
Ｄ
棟
で
研
究
を
続
け
る
。

（
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
チ
ー
ム
）

大学院棟

３階プロジェクトエリア

高
校
生
や
受
験
生
、
保
護
者

を
対
象
と
す
る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
の
日
程
が
決
定
し
た
。

八
月
二
日
（
土
）
・
三
日

（
日
）
に
開
催
す
る
サ
マ
ー
キ

ャ
ン
パ
ス
千
里
山
１
ｓ
ｔ
�
Ｓ

ｔ
ａ
ｇ
ｅ
を
は
じ
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
時
期
に
応
じ
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
用
意
。
主
な
内
容
は
、
入

試
概
要
説
明
、
Ａ
Ｏ
入
試
説
明

会
、
教
科
別
入
試
対
策
講
座
、

入
試
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
各
学
部

に
よ
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
学

部
別
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
関
大
生

へ
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
、
施
設
見

学
、
学
生
団
体
イ
ベ
ン
ト
等
。

日
程
に
よ
っ
て
内
容
は
異
な

る
。詳

細
は
、
入
試
セ
ン
タ
ー
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp���w
w

w
.k
an
sai�
u.ac.jp�N

yusi

）
で
。
知
り
合
い
の
高
校

生
や
受
験
生
、
保
護
者
に
ぜ
ひ

す
す
め
ら
れ
た
い
。

（
入
試
セ
ン
タ
ー
）

平
成
十
九
年
度
「
新
た
な
社

会
的
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
学
生

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
学
生
支
援

Ｇ
Ｐ
）」
に
採
択
さ
れ
た
「
広
が

れ
�
学
生
自
立
型
ピ
ア
・
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一

環
と
し
て
、
五
月
二
十
八
日
、

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
総
合
学
生

会
館
メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
凜
風
館

で
、「
下
宿
生
の
た
め
の
料
理
教

室
」
が
開
催
さ
れ
た
。
参
加
し

た
一
年
次
生
の
下
宿
生
は
慣
れ

な
い
手
つ
き
な
が
ら
、
関
西
大

学
生
活
協
同
組
合
の
調
理
師
三

人
と
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
協

力
し
て
く
れ
た
上
位
年
次
生
の

指
導
を
受
け
て
、
野
菜
炒
め
、

か
ぼ
ち
ゃ
の
そ
ぼ
ろ
あ
ん
か
け

（
�
写
真
）、

味
噌
汁
の
三

品
を
見
事
に

完
成
。
最
後

は
、
自
分
た

ち
で
作
っ
た

料
理
を
お
か

ず
に
夕
食
会

を
行
っ
た
。

○
社
団
法
人
日
本
機
械
学
会
関

西
支
部

◆
二
〇
〇
七
年
度
関
西
学
生
会

学
生
員
卒
業
研
究
発
表
講
演
会

Best
Presentation

Award

大
学
院
工
学
研
究
科
Ｍ
一

石
田

宏
輝

（
平
成
二
十
年
三
月
二
十
四
日
）

○
社
団
法
人
日
本
機
械
学
会

◆
日
本
機
械
学
会
奨
励
賞（
研
究
）

シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
専
任
講
師

田
地
川

勉

（
平
成
二
十
年
四
月
八
日
）

○
社
団
法
人
土
木
学
会
関
西
支

部◆
年
次
学
術
講
演
会

優
秀
発

表
賞

（
第
�
部
門
）

大
学
院
工
学
研
究
科
Ｍ
一

別
所

和
哉

（
第
�
部
門
）

大
学
院
工
学
研
究
科
Ｍ
二

浅
野

貴
弘

大
学
院
工
学
研
究
科
Ｍ
一

増
本

憲
司

（
平
成
二
十
年
五
月
二
十
四
日
）

○
吹
田
操
車
場
跡
地
ま
ち
づ
く

り
ア
イ
デ
ア
募
集
コ
ン
ペ
実
行

委
員
会

◆
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
部
門

（
入
賞
）

「
空
白
を
埋
め
る
よ
う
に
…
ま

ち
と
暮
ら
し
の
『
骨
格
』
に
よ

る
地
域
の
再
生
」

Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｓ
佐
治
ス
タ
ジ
オ
研
究

員

出
町

慎

大
学
院
工
学
研
究
科
Ｍ
二

小
野

敦
史

（
審
査
会
特
別
賞
）

「
緑
と
水
に
つ
つ
ま
れ
た
健
康

・
教
育
創
生
拠
点
」
の
活
性
化

を
目
指
し
て

企
画
調
査
課

西
野

重
明

〃

丸
山

勝
茂

◆
ネ
ー
ミ
ン
グ
部
門

（
入
選
）

「
風
の
道
ま
ち
」

工
学
部
三
年
次
生

家
田

茉
美

（
平
成
二
十
年
六
月
四
日
）

本
紙
第
三
百
五
十
号
（
平
成

二
十
年
二
月
一
日
発
行
）
で
紹

介
の
と
お
り
、
商
学
部
の
岸
谷

和
広
ゼ
ミ
で
は
、
昨
秋
、
七
大

学
八
ゼ
ミ
（
全
四
十
チ
ー
ム
）

が
参
加
す
る
「
ス
チ
ュ
ー
デ
ン

ト
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
カ
レ

ッ
ジ
（
Ｓ
カ
レ
）」
に
参
加
し

た
。Ｓ

カ
レ
の
趣
旨
は
、
エ
レ
フ

ァ
ン
ト
デ
ザ
イ
ン
社
の
運
営
す

る「
空
想
生
活
」と
い
う
サ
イ
ト

上
で
チ
ー
ム
ご
と
に
鞄
の
新
製

品
企
画
を
提
案
し
、
そ
の
サ
イ

ト
に
ア
ク
セ
ス
し
て
く
る
人
び

と
の
投
票
に
よ
り
、
上
位
六
チ

ー
ム
は
鞄
メ
ー
カ
ー
の
協
力
を

得
て
製
品
化
が
可
能
に
な
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。そ
の
中
で
、

岸
谷
ゼ
ミ
の
一
チ
ー
ム
が
提
案

し
た
ス
ポ
ー
ツ
バ
ッ
グ
「
ｗ
ｅ

ｂ
ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ｔ
」
が
、
投
票
数

三
位
を
獲
得
し
こ
の
た
び
試
作

品
（「
入
り
口
の
大
き
い
ス
ポ
ー

ツ
バ
ッ
グ
」）
が
で
き
あ
が
っ

た
。六

月
二
十
日
か
ら
の
二
カ
月

間
、
下
記
サ
イ
ト
に
て
予
約
を

受
け
付
け
て
い
る
。
ぜ
ひ
、
購

入
に
値
す
る
か
ど
う
か
み
な
さ

ん
の
目
で
確
か
め
て
欲
し
い
。

◇

「
空
想
生
活
（
Ｓ
カ
レ
）」
の

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
ttp���w

w
w
.

cuusoo.com
�stu
dio�

design�150�

白馬栂池高原ロッジ
本学教職員、学生、生徒、校友など

２，６３０円（夏季）
５，２５０円（夏季）

６３０円
１，５８０円
毎週木曜日

４泊５日

六甲山荘

１，５８０円（通年）
３，１５０円（通年）

５００円
２,０００円・２,５００円・３,５００円

毎週水曜日

施 設 別
利用範囲

学内者
学外者
朝食
夕食

休館日
利用限度

宿泊料

食事料

夏季休業中の施設利用 （７月２９日～９月２０日）
※は届け出により許可
施設利用時間

８／１１～２０
休業

休業

休業

休業

休業
８時３０分～２３時
通常通り開室

（各室ともメンテナンスのため閉室することがある）
９時～１７時※
（８／１８は休業）

休業

休業

休業
（旅行のみ８／
１１～１５、１９～２０営
業）

休業
９時～２０時※
（８／１７は９時
～１７時）

（８／１８は休業）

休業

休業

休業

休業

休業

休業
休業

休業

休業

９時～２２時※

休業

土・日・祝
休業

休業

休業

休業
休業
休業
休業
休業

（土）９時～２０時※
（日・祝）９時～１７時※
９時～１７時※

休業

休業

休業
（８／２、３、２３は
営業）

休業

９時～２０時※

休業

休業
（土）１０時～１８時
（日・祝）休業

休業

休業

休業
休業

休業

休業

９時～２２時※

休業

平 日
９時～１７時

９時～１７時

９時～１７時

９時～１７時

９時～１７時

９時～２０時

９時～２０時

９時～１７時

２階食堂
１０時４５分～１４時
３階購買部

１０時３０分～１６時３０分
（８／２８は休業）
９時～２０時

９時～２０時

９時～１７時
（診察受付時間は９
時３０分～１２時、１３時
３０分～１５時３０分）
９時～１６時

１０時～２０時

９時～１６時５０分

９時～１７時

９時３０分～１６時５０分
１３時３０分～１６時３０分

１０時３０分～２１時

９時～１７時

９時～２２時

１３時３０分～２１時

施 設

第１学舎
第２学舎
第３学舎
第４学舎
岩崎記念館

専門職大学院事務グループ
（尚文館・以文館）

第１学舎
第２学舎
第３学舎
第４学舎
尚文館

以文館ローライブラリー
以文館・尚文館・児島惟謙館内自習室、
会計研究科院生自習室（第２学舎）
千里山中央体育館
千里山東体育館
誠之館２・３・６号館（有鄰館）
誠之館２号館１階
（サテライトステーション）
凜風館（学生生活課・ボランティア
センター事務室）

凜風館（食堂・購買部）

ＫＵシンフォニーホール

誠之館５・７・８号館
（凱風館・新凱風館・養心館）

保健管理センター

心理相談室

総合図書館

ＩＴセンター
キャリアセンター
キャリアセンター工学部分室
就職情報資料室
キャリアデザインルーム
エクステンション・リードセンター
千里山キャンパス事務室
総合情報学部オフィス
高槻キャンパスオフィス
キャリアセンター高槻キャンパス分室
図書室
体育館
関西大学アイスアリーナ
エクステンション・リードセンター
事務室

教務センター

オフィス

授業支援
ステーション

千

里

山

高

槻

天
六

開催キャンパス

千里山キャンパス

高槻キャンパス

千里山キャンパス

高槻キャンパス

千里山キャンパス

千里山キャンパス

※時間は、いずれも１０時～１６時 ※事前予約不要。入退場自由。

日程
８月２日（土）
８月３日（日）

８月５日（火）

８月２３日（土）

１０月２５日（土）

１１月２２日（土）

２００９年
３月２８日（土）

名称
サマーキャンパス
―千里山１st. Stage―
サマーキャンパス
― 高槻 ―
サマーキャンパス
―千里山２nd. Stage―
オータムキャンパス
― 高槻 ―

オータムキャンパス
― 千里山 ―

フレッシュキャンパス

２２００００８８年年度度ののススケケジジュューールル決決定定
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さわやかな高原の風を感じて、
ゆったりとした夏を楽しんでみては？
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エプロン姿で料理にチャレンジ
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平成２０年（２００８年）７月１１日第 ３５５ 号（３）



…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

5.15sインフォメーションシステム（学生・教職員の専用サイト）に大学からのメッセー
ジを掲出

…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………
5.15sキャンパス内各所の掲示板に告示文を掲出
…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………
5.15s関西大学ホームページに「本学学生の逮捕報道について」を掲出
…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………
5.16s関西大学ホームページに学長メッセージ（「学生の大麻所持による逮捕に関して」）

を掲出
…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………
5.16s学内外の関係先に対し、理事長・学長の連名によるお詫び文書を郵送
…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………
5.18s教育後援会総会に来学した在学生父母に対し、理事長・学長の連名によるお詫び文

書を配付
…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………
5.20s体育会主務会議および文化会渉内会議において注意を喚起
…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………
5.21s薬物事件再発防止対策本部を設置
…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………
5.21s専任教員に対し、担当授業時における指導を要請
…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………
5.22s第１回薬物事件再発防止対策本部会議（以後、「対策本部会議」という）を開催
…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………
5.22s関西大学ホームページに理事長・学長の連名による「大麻取締法違反容疑による本

学学生の逮捕について」を掲出
…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………
5.22s関西大学ホームページに「【在学生のみなさんへ】薬物事件再発防止にむけて」を掲出
…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………
5.22s学術研究会渉内会議において注意を喚起
…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………
5.23s学生・教職員有志により啓発ビラを配布

…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

5.23s啓発ビデオを上映（12:10、14:30、16:10の１日３回、総合学生会館「凜風館」
１階学生ラウンジで実施）
＊5.24、5.26、5.27、5.28、5.29、5.30、5.31にも実施

…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………
5.23sキャリアセンター主催の合同企業研究会において、参加企業に対し状況説明

＊以後、開催の都度説明
…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………
5.24s「スポーツ系クラブ顧問・監督連絡会」において注意を喚起
…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………
5.26s第２回対策本部会議を開催
…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………
5.26s学生・教職員を対象とする「薬物事件再発防止に関するメール相談・提案窓口」を

インフォメーションシステムに開設
…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………
5.26s同好会（登録団体）に対して注意を喚起
…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………
5.28s第１回「麻薬・覚せい剤等薬物乱用防止」に関する講演会を開催

…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………
6 . 3s第３回対策本部会議を開催
…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………
6 . 9s第４回対策本部会議を開催（以後、毎週月曜日に開催）
…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………
6.13s高槻キャンパスで「麻薬・覚せい剤等薬物乱用防止」に関する講演会を開催（高槻

キャンパスでは、６月24日にも同様の講演会を開催しました）
…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………
6.26s「6.26国際麻薬乱用撲滅デー」に学生が参加し、難波・得島屋前においてビラ配布
…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………
7 . 1s喫煙マナー・モラルの向上をめざして、学内巡回を開始（11日までの火、木、金曜日）
…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………
7 . 3s水谷修先生による「麻薬・覚せい剤等薬物乱用防止」に関する講演会を開催

▼

（1）麻薬・覚せい剤等乱用は、
「ダメ。ゼッタイ。」

………………………………………………………………………………
今日、薬物乱用問題は全世界的な広がりを見せ、人間の生命はも

とより、社会や国の安全や安定を脅かすなど、人類が抱える最も深
刻な社会問題となっています。また、覚せい剤、シンナーだけに限
らず、大麻、ＭＤＭＡ（錠剤型合成麻薬）、マジックマッシュルーム、
違法・脱法ドラッグなど、乱用薬物の多様化が進み、なおかつ乱用
者の低年齢化が進んでいるという憂慮すべき状況となっています。
関西大学では、平成18年７月に合成薬物（違法・脱法ドラッグ）

を服用した学生が死亡する事件が発生したことを大変重く受け止め、
再発防止に向けた学生への指導・啓発活動を積極的に進めておりま
した。しかしながら、19年２月には覚せい剤所持により本学学生が
逮捕される事件が起こり、さらに20年５月と６月に大麻取締法違反
容疑により本学学生が逮捕される事件が起きたことは、大変遺憾で
あり、また残念でなりません。大学としても抜本的な対策を講じて
いく所存です。二度とこのような忌まわしい犯罪が起こらないよう学生のみな
さんの自覚と自己規律に基づき、良識ある行動を強く求めます。
薬物乱用の防止は、薬物を乱用する一部の人だけの問題ではありません。大

切なのは、乱用者以外の多数の人びとによって薬物乱用を許さない社会環境づ
くりをすることです。薬物乱用は一回でも「ダメ。ゼッタイ。」です。そして
薬物所持・乱用は犯罪です。このことを忘れないようにしてください。
【薬物の所持・乱用は、れっきとした犯罪です。法律で厳しく禁止
されており、違反すれば重い罰を受けることになります。】

（2）喫煙マナーを守り、
モラルの向上に努めよう！

……………………………………………………………………………………………
平成14年８月に健康増進法が施行されてから、病院や銀行等の公共の場に

おいて喫煙指定場所が整備され分煙化が進んでいます。また、公共の場だけで
はなく、多数の人が利用する施設でも分煙化や全
面禁煙化が進められているのは周知のとおりです。
関西大学においては、15年４月から千里山、高

槻の両キャンパスともに屋外は指定された喫煙場
所以外を禁煙とし、屋内は全面禁煙となっていま
す。しかしながら、キャンパス内における分煙は
徹底されず、歩きタバコやポイ捨てなどが続いて
いるのが現状です。また最近では学内に限らず、
大学前通りやその周辺においても歩きタバコをし
ている学生が多く見受けられ、近隣住民からの苦
情が多く寄せられています。
本学では、受動喫煙の防止とキャンパス内での

分煙に向けた取り組みを推進し、喫煙マナーを守り、モラルの向上に努めるよ
う学生・教職員をはじめすべての関係者に対しても喫煙マナーの向上を強く訴
える運動を行っています。

（3）悪徳商法・カルト宗教団体に
気をつけよう

……………………………………………………………………………………………
＜悪徳商法に注意＞
悪徳商法を未然に防止するためには、何よりも悪徳商法の手口を知ることが

被害防止の第一歩です。アポイントメントセールス、キャッチセールス、マル
チ・マルチまがい商法、デート商法などの悪徳商法は、時代とともに変貌して
います。甘い言葉や楽して儲かるといった話には、特に要注意です。
≪注意点≫
①s知らない人がサークル関係者のような素振りで親しく声を掛けてきたら要
注意

②s話の内容が怪しいと思ったらキッパリ断り、曖昧な態度をとらない
③s名前や住所・電話番号・メールアドレスなどの個人情報は一切明かさない
④s「だまされた」「やっぱり必要なかった！」と思ったときには、クーリン
グオフ制度を活用
万一被害にあったときは、直ちに最寄の消費者センターまたは学生生活課、

高槻キャンパスオフィスに連絡・相談してください。

＜カルト宗教団体からの勧誘に注意＞
カルト宗教とは、若者を洗脳して献金や募金活動をさせたり、巧妙なマイン

ドコントロールにより反社会的な活動を行っている宗教団体を装った団体のこ
とをいいます。これらの団体は、不安感や孤独感で落ち込み、悩んでいる学生
の心の隙間や現代社会の問題などを全面に出し、真剣に物事を考える学生の心
の隙間に入り込んで美辞麗句で誘い、詳細を知らせず入信させ、反社会的な活
動を行わせるよう洗脳するのが特徴です。
宗教を信ずる人、親切な人を全て疑ってかかれということではありません。

しかし、もし相手が「危険な宗教」へみなさんを誘い込もうとしているのであ
ればそれを事前に察知し、回避しなくてはなりません。
学生のみなさんは、日常の生活の中でこのような不審な勧誘等があった場合

は個人情報を安易に提供せず、また「自分は勧誘されても引っかからない」と
自分を過信しないで、常に慎重かつ冷静に行動するよう心掛けてください。

（4）通学に関するマナー・モラル
……………………………………………………………………………………………
① 関大前駅から大学正門までの通学路は自転車、自動車とともに歩行者で溢
れかえっています。特に朝の通学時、昼休み、授業の合間や夕刻・夜間の帰
宅時はまっすぐ歩くことさえ困難な状況です。
また、地域住民の方からは「関大生が道路をふさぐように広がって歩いて

いる」、「注意すれば睨まれる」といった声が寄せられています。お互いが気
持ちよく通行できるよう、右側通行励行など最低限のマナーは守りましょう。
大学前通りは関大生だけの道ではありません。
② 学内の教育環境の維持・整備、周辺地域の生活環境の保全、自動車・モー
ターバイクによる事故の防止などを目的として、本学は自動車・モーターバ
イク通学を全面禁止しています（大学業務等で必要不可欠な車両、身体障害
者の利用など特に許可を得たものは除きます）。
また、自転車通学については、キャンパス内に自転車専用の駐輪場を設置

していますので、必ず駐輪場を利用してください。なお、駐輪する場合は盗
難防止のためにも施錠の確認をするようにしてください。
③ 最近阪急千里線において、「関大生と思われる学生の電車内のマナーが悪い」
という苦情が寄せられています。車内での飲食、大きな声で喋る、携帯電話
の利用、通路に荷物を置くなどの行為は混雑する電車内では多くの人の迷惑
となり、不快な思いをさせています。
電車内は公共の場であり、あなた自身が快適に過ごしている一方で、不快

な思いをしている方がいるかもしれないという意識を持つよう心がけ、誰も
が電車を快適に過ごせるよう心掛けてください。

喫煙マナー・モラルを�
守りましょう�

（1）歩きたばこの禁止�
（2）たばこのポイ捨て禁止�
（3）屋外では「喫煙場所」のみで喫煙�

学生センターでは、体育会、文化会、学術研究会、同好会・サーク
ル等の課外活動支援をはじめ、奨学金や学生寮、アルバイト等の福
利・厚生に関する学生支援を担当しています。その他にも、学内外で
怪我した場合の保険、悪徳商法、カルト宗教、アルバイトや下宿先での
トラブル等といった学生生活に関するあらゆる相談を受け付けたり、
学生のみなさんのマナー・モラルに関わる苦情対応も行っています。
そこで、今回はキャンパスライフを送る上で、特に注意してほしい

点について一言述べたいと思います。

（1）「マナー・モラル」あなたは大丈夫？！
最近、本学学生のマナー・モラルに関する苦情が各方面から多数寄

せられており、大変残念でなりません。
今回上記に特集している喫煙や通学、駐輪のマナー・モラルをはじ

め、携帯電話や飲酒に関するマナー・モラルなどの苦情が特に多く寄
せられています。また、ブログやＳＮＳ等への軽率な書き込みは思わ
ぬ誤解やトラブルを生みやすく、両親や他人・学校をも巻き込み大き
な社会問題となる場合もあります。
学生のみなさんは、関西大学の学生である前に、地域社会を構成す

る一員でもあります。このことを一人ひとりがしっかりと自覚し、社
会人としてのマナー・モラルを遵守するよう心掛けてください。
また、一部の関大生による反社会的な行為であっても、「関大生の

行為」として認識されます。関西大学の学生として自覚を持ち、良識
のある行動をとるとともに、お互いが注意しあうことのできるキャン
パス環境を創造していきましょう。

（2）夏休みは特に注意！！
夏休み（夏季休業期間）中は学生のみなさんには、クラブ、サーク

ルやアルバイト活動をはじめ、国内外への研修・旅行など活動の範囲
が今まで以上に広がり、日常生活からの開放感とそれに伴う気の緩み
が相まって、心に隙間が生じやすくなります。
今回特集している麻薬・覚せい剤等の薬物をはじめ、カルト宗教や

悪徳商法など、みなさんの身の周りには多くの危険が潜んでいます。
こういった心の隙間を狙った甘い誘惑は、あたかも親切な人間である
かのように、言葉巧みに近づき、いつの間にか落とし穴にはめられて
しまうのです。「自分は勧誘されても引っかからない」と過信しない
で、常に慎重かつ冷静に行動するよう心掛けてください。

今回特に上記２点について忠告を行いましたが、これ以外にも大学生活に
おいて注意しなければならない事項はたくさんあります。トラブルを未然に
防ぐことはもちろんですが、万一、トラブルに遭遇したら、一人で悩まずに
すみやかに学生センターに連絡し、解決の糸口をみつけてください。
関西大学での４年間、勉学に励むことはもちろんのこと、友人との語らい、
課外活動やアルバイト、また旅行等を通じてさまざまな人たちと出会うこと
と思います。関西大学のすべての学生が有意義な「関大ライフ」を送ること
ができることを祈ります。 （商学部教授）
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「私は夜眠ることを許されない人間です」今から18年
前、横浜市立港高校、生徒数800人の全国最大の公立夜
間高校。入学してきた生徒の半数が夜の世界に身を沈め
る。学校の中をバイクが走り回り、学校の中で覚醒剤・
シンナーが売られる。3,000万円の泥棒をやった子もい
ます。そんな学校に赴任してから、夜眠れない生活が始
まりました。「夜回り」です。深夜に中学生や高校生らし
き若者がいたら声をかけ、ひとりでも多くの若者が昼の
世界に戻るよう取り組んできました。私、そういう生活
を17年間繰り広げてきた人間です。今から4年前に『夜
回り先生』という本を書いて、メールアドレスや電話番
号を公開してからは、無限に続く相談に答えてきました。
リストカット、自殺、レイプ、薬物の相談など47万件の
メール、かかわった子どもたちは16万人です。ひとりも
死なせないぞと思ってやってきました。でも97人の尊い
命を失いました。40人は薬物・ドラッグによって、57人
は殺人・事故・病死。私はそんな夜の世界を生き抜いて
きた人間です。君たちの住む昼の世界には美しいものが
たくさんある。一家団欒、あったかい家族。でも私の住

む夜の世界は、真っ暗な闇の世界です。一見きらびやか
で魅力的に見える夜の世界も太陽の下で見れば、薄汚れ
た本当の世界が見えてきます。いま、その夜の世界が
着々と君たちの間に入りつつあります。
この１年間を振り返って、みなさんの家庭は、温かい

優しい美しい言葉か、追い詰めるような厳しい言葉、ど
っちが多かったですか。人にはそれぞれ個性・適性があ
る。君たちは無限の可能性をもった存在です。その子だ
けが持っている可能性にその子が気づき、自分から伸ば
して花咲かせることを助けるように、ゆっくり育ててや
る、それが本当の教育だと思っています。でも、家庭と
いうのは、君たちにとって何より心の安らぐ場であるは
ずなのに、イライラしている。いじめ、不登校・ひきこ
もり、心の病・自殺、薬物乱用を含めた非行犯罪、私は
この背景にすべてイライラがあると思っています。バブ
ル経済崩壊後の長い不況の中で、社会全体がものすごく
いらだち、家庭でかけがえのない妻や子どもに対する暴
力事件や幼児虐待も増えている。君たちのような大学生
なら自立しており、さほど気にならないかもしれないが、

中学生・高校生には、それが重い鎖になる。背景にわれ
われの作ってしまった今の社会の攻撃性があるのです。
薬物やシンナーに溺れることで、若者は今の社会から逃
避しようとするのです。君たちも薬物のことについて、
今まで見聞きしたことがあるでしょう。
薬物（ドラッグ）というのは、依存性薬物（やると止

められなくなる薬）そして、法律によってそれを使うこ
とが禁止または制限されている薬のことです。あへん取
締法、麻薬及び向精神薬取締法、大麻取締法、覚醒剤取
締法、毒物及び劇物取締法の５つの法律によって禁止さ
れています。日本は薬物に対して海外に例のないほど厳
しく制限されているのです。医者から処方された薬を他
人に譲った場合でも、立派な犯罪です。薬は毒をもって
毒を制するものです。ですから薬剤師が管理・指導する
ことになっているのです。薬物による症状としては、無
気力になる、妄想、幻聴、幻覚です。シンナーは、脳と
骨を溶かしていく、非常に怖いものです。薬物を使って
いると耐性ができて、麻酔が効かなくなる。出産の時に
麻酔が効かなかったらどうなるでしょう。薬物（ドラッ
グ）をやっていて、行き着くところは、病院か刑務所か
土の中です。あなたの愛する人が、大麻やシンナーをや
っていたらどうしますか。愛の力では決して薬物には勝
てません。病気が愛の力で治りますか。
私たちの命は、私たちだけのものではありません。さ

まざまな人の「生きてほしい」という願いを受けて託さ
れた命なのです。だから、生き抜いて次につながなくて
はいけない。決して薬物に近づかないで。誘われても勇
気をもって断りましょう。そして、自分の心の中にある
美しい花の種を大きく咲かせてください。

７月３日、水谷修先生の講演会を開催しました。会場の第２学舎
BIGホール100は、学生・教職員および一般の来場者約2,000人が
聴講しました。
講演要旨は、次のとおりです。

「さらば、哀しみの青春・・・
ＮOという勇気をもとう」

ー水谷　修先生の講演会

本学では、学生の大麻取締法違反容疑による逮捕を受け、５月21日付
で「薬物事件再発防止対策本部」を設置しました。
同対策本部の危機管理最高責任者に森本理事長、同総括責任者に河田学

長、また同責任者に芝井副学長が就任し、全学的に有効かつ適切な再発防
止対策を企画・立案し、実行に移しています。

薬物事件の再発防止に向けて、大学が取り組んでいる状況は下表のとおりです。

喫煙マナー・モラル向上は身近な運動から
夜間パトロールの際には学生証の提示を

薬物事件再発防止に向けて

　定期試験が終了すれば、みなさんが待ちに待った夏休みに入ります。約2カ月間にわたる長期の
休暇を目前に控え、研修や研究、レジャーや旅行の計画を練ったり、クラブ・サークルの合宿に
備えたり、またこれらの資金作りのためにアルバイトを考えている人も多いことでしょう。�
　ここでは、楽しい夏休みの間にトラブルに巻き込まれないよう、生活面の諸注意とともに、
関西大学の学生として自覚をもった行動をお願いしたいという意味を込めて特集を組みました。�

気 を つ け て ！�気 を つ け て ！�

薬物事件再発防止対策本部では、活動の一環として啓発ビラの配布や講演会の開催だけ
でなく、６月11日からは夜間のキャンパス内の保安のために警備員によるパトロールを強
化しています。学生諸君は警備員から学生証提示の請求があれば、指示に従ってください。
また７月１日からは学生の身近なところから、喫煙マナー・モラルの向上をめざした運

動を始めています。教職員が一体となって、学生への呼びかけから、注意喚起や指導を行
います。

5月23日から4日間（26日、
27日、29日）、学生と教職員
の有志33人（午前17人、午後
16人）は、千里山キャンパス
の正門と100周年記念会館
前で薬物防止に関する啓発
ビラを配布しました。
また高槻キャンパスでも

同様に、１日2回、管理棟
付近で啓発ビラを配布しま
した。

5月28日、第１回の「麻薬・
覚せい剤等薬物乱用防止」に
関する講演会を開催しました。
初回の講師は、保健管理セン
ター所長の飯田紀彦社会学部
教授です。
当日は河田学長と芝井副学

長から大麻事件についての注
意事項を説明した後、講演が
行われました。
その後、千里山キャンパス

では６月６日、26日の２回、
講演会を開催しました。

（４）平成２０年（２００８年）７月１１日第 ３５５ 号（９）
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平
成
十
九
年
度
決
算
は
、
大

学
予
算
委
員
会
お
よ
び
法
人
予

算
会
議
を
経
て
、
理
事
会
（
平

成
二
十
年
五
月
七
日
）、
評
議
員

会
（
平
成
二
十
年
五
月
二
十
二

日
）
で
議
決
・
承
認
さ
れ
ま
し

た
。学

校
法
人
は
、
各
設
置
学
校

の
教
育
研
究
に
係
る
諸
事
業
を

予
算
と
し
て
編
成
し
、
そ
の
予

算
を
目
的
達
成
に
向
け
て
執
行

し
て
い
き
ま
す
が
、
平
成
十
九

年
度
予
算
（
当
初
予
算
に
加

え
、
第
一
次
補
正
）
に
計
上
し

た
事
業
は
、
概
ね
予
定
ど
お
り

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。多

種
多
様
な
価
値
観
が
存
在

す
る
複
雑
化
し
た
現
代
に
あ
っ

て
、
大
学
は
、
時
代
と
そ
の
変

化
に
対
す
る
鋭
敏
な
感
受
性

と
、
透
徹
し
た
洞
察
力
を
よ
り

一
層
研
ぎ
澄
ま
せ
、
社
会
に
対

す
る
新
し
い
知
を
積
極
的
に
提

示
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
要
請
に
応
え
る
た
め
、

本
法
人
お
よ
び
設
置
学
校
で

は
、
平
成
十
七
年
五
月
に
策
定

し
た
経
営
理
念
・
基
本
方
針
に

基
づ
き
、「
教
育
」「
研
究
」「
社

会
貢
献
」
と
い
う
三
つ
の
使
命

を
果
た
す
べ
く
、
学
術
研
究
と

人
間
教
育
を
真
に
統
合
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
、
そ
し
て
先
端
的
研

究
と
社
会
貢
献
を
結
び
つ
け
る

複
眼
的
な
施
策
等
を
着
実
に
実

行
し
て
参
り
ま
し
た
。

今
後
も
学
校
法
人
関
西
大
学

が
、
永
続
し
て
発
展
し
て
い
く

た
め
に
、
こ
の
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
財

政
の
健
全
化
と
財
政
基
盤
の
強

化
に
向
け
て
さ
ら
に
努
力
す
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ま

方
の
温
か
い
ご
理
解
と
熱
い
ご

支
援
を
ぜ
ひ
賜
り
た
く
存
じ
ま

す
。そ

れ
で
は
平
成
十
九
年
度
決

算
の
説
明
を
い
た
し
ま
す
。

平
成
十
九
年
度
に
実
施
し
た
事
業
の
主
な
も
の
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

平
成
二
十
年
四
月
一
日
、
学

校
法
人
関
西
大
学
と
学
校
法
人

福
武
学
園
は
合
併
い
た
し
ま
し

た
。
合
併
後
、
学
校
法
人
福
武

学
園
は
解
散
し
て
、
北
陽
高
等

学
校
は
、「
関
西
大
学
北
陽
高
等

学
校
」
に
名
称
を
変
更
し
、
関

西
大
学
の
第
二
の
併
設
高
等
学

校
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

き
り
ま
し
た
。
平
成
二
十
年
三

月
三
十
一
日
、
関
西
大
学
北
陽

高
等
学
校
発
足
の
記
念
式
典
が

挙
行
さ
れ
、
第
一
期
生
を
迎
え

る
入
学
式
は
四
月
六
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

関
西
大
学
北
陽
高
等
学
校

発
足
記
念
式
典
、
校
旗
授
与

平
成
十
九
年
度
グ
ロ
ー
バ
ル

Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
人
文
科

学
分
野
に
お
い
て
、
本
学
の「
東

ア
ジ
ア
文
化
交
渉
学
の
教
育
研

究
拠
点
形
成
―
周
縁
ア
プ
ロ
ー

チ
に
よ
る
新
た
な
東
ア
ジ
ア
文

化
像
の
創
出
―
」
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
私
学
で
採
択
さ
れ
た

の
は
本
学
を
含
む
わ
ず
か
四
校

で
、し
か
も
、す
べ
て
の
拠
点
の

中
で
も
特
に
高
い
評
価
を
得
た

こ
と
に
よ
り
、
重
点
的
支
援
の

対
象
と
さ
れ
る
ベ
ス
ト
十
一
拠

点（
上
位
八
大
学
中
の
一
校
）に

選
ば
れ
、文
字
通
り「
最
高
水

準
」の
極
め
て
優
れ
た
拠
点
形
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
こ
と
が
証

明
さ
れ
ま
し
た
。

ア
大
学
院
心
理
学
研
究
科
博
士

課
程
前
期
課
程
・
後
期
課
程
の

設
置（
平
成
二
十
年
四
月
）
準
備

平
成
二
十
年
四
月
に
心
理
学

研
究
科
を
開
設
し
ま
し
た
。
昭

和
四
十
二
年
以
来
、
文
学
研
究

科
お
よ
び
社
会
学
研
究
科
に
お

い
て
培
わ
れ
て
き
た
心
理
学
領

域
の
教
育
・
研
究
を
一
つ
に
統

合
し
、
包
括
的
な
大
学
院
教
育

を
行
う
と
と
も
に
、
領
域
の
枠

を
超
え
て
共
同
で
研
究
・
教
育

を
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
等

を
行
い
ま
す
。

イ
全
学
共
通
科
目
の
導
入
（
平

成
二
十
年
四
月
）
準
備

教
養
教
育
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
の
科
目
の
枠
組
み
を
見
直

し
、平
成
二
十
年
度
か
ら「
全
学

共
通
科
目
」を
導
入
し
ま
し
た
。

ウ
政
策
創
造
学
部
、シ
ス
テ
ム

理
工
学
部
、環
境
都
市
工
学
部
、

化
学
生
命
工
学
部
一
期
生
の
入
学

平
成
十
九
年
度
に
開
設
さ
れ

た
政
策
創
造
学
部
は
五
百
十
三

人
の
新
入
生
を
迎
え
ま
し
た
。

実
践
的
な
政
策
立
案
力
の
育
成

を
め
ざ
し
、
少
人
数
に
よ
る
ス

パ
イ
ラ
ル
ア
ッ
プ
型
の
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

英
語
な
ど
特
色
あ
る
教
育
が
用

意
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
二
十
年
度
に
創

立
五
十
周
年
を
迎
え
た
工
学
部

は
、
そ
の
教
育
理
念
を
継
承

し
、
平
成
十
九
年
四
月
、
シ
ス

テ
ム
理
工
学
部
、
環
境
都
市
工

学
部
、
化
学
生
命
工
学
部
の
三

学
部
に
再
編
さ
れ
ま
し
た
。

エ
文
部
科
学
省
補
助
金
の
獲
得

教
育
分
野
で
は
、
現
代
的
教

育
ニ
ー
ズ
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
現
代
Ｇ
Ｐ
）
で
一
件
、
大

学
院
教
育
改
革
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
一
件
、
新
た
な
社
会
的
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
た
学
生
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
学
生
支
援
Ｇ
Ｐ
）

で
一
件
、
専
門
職
大
学
院
等
教

育
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
二
件

（
内
、
共
同
申
請
一
件
）、
社
会

人
の
学
び
直
し
ニ
ー
ズ
対
応
教

育
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
一
件（
共

同
申
請
）、
英
語
指
導
力
開
発
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
事
業
で
は
、
三

年
連
続
で
一
件
の
合
計
七
件
が

新
規
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

研
究
分
野
で
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
東
ア

ジ
ア
文
化
交
渉
学
の
教
育
研
究

拠
点
形
成
」
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成
十
九
年
度
の

私
立
大
学
学
術
研
究
高
度
化
推

進
事
業
で
は
、
ハ
イ
テ
ク
・
リ

サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

に
新
規
一
件
、
学
術
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
推
進
事
業
に
新
規
と
継
続

申
請
分
で
各
一
件
が
選
定
さ
れ

ま
し
た
。

オ
平
成
二
十
年
度
（
二
〇
〇
八

年
度
）
入
試
概
要

一
般
入
学
試
験
で
は
、
日
程

名
称
を
よ
り
わ
か
り
易
く
す
る

た
め
に
二
月
一
日
か
ら
六
日
実

施
分
を
「
学
部
個
別
日
程
」、
二

月
七
日
・
八
日
実
施
分
を
「
全

学
部
日
程
」、
三
月
三
日
・
四
日

実
施
分
を
「
後
期
日
程
」
と
変

更
し
ま
し
た
。
ま
た
、
全
学
部

日
程
の
出
願
期
間
を
、
大
学
入

試
セ
ン
タ
ー
試
験
後
ま
で
延
ば

し
、
同
試
験
の
受
験
者
が
自
己

採
点
の
結
果
を
踏
ま
え
て
出
願

し
や
す
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で

学
部
個
別
日
程
と
の
差
別
化
を

図
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
大
学

入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
を
利
用
す

る
入
学
試
験
」
で
あ
る
セ
ン
タ

ー
中
期
を
従
来
の
二
月
八
日
に

加
え
て
、
二
月
七
日
に
も
実
施

し
ま
し
た
。
試
験
地
に
つ
い
て

は
、
鹿
児
島
試
験
地
を
五
年
ぶ

り
に
設
け
、
全
国
二
十
二
都
市

で
展
開
し
ま
し
た
。

カ
国
際
交
流
の
推
進

「
一
�
〇
〇
〇
人
派
遣
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
推
進
に
よ
る
派
遣

留
学
生
の
拡
大
、
協
定
大
学
の

拡
充
（
平
成
二
十
一
年
度
ま
で

に
五
十
大
学
）
計
画
に
よ
り
、

新
た
に
六
大
学
と
協
定
を
締
結

し
、
協
定
大
学
数
を
四
十
三
と

し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
二
十

年
三
月
十
日
か
ら
十
三
日
ま

で
、
協
定
大
学
の
ル
ー
ヴ
ェ
ン

・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
に
お
い

て
、
関
西
大
学
日
本
・
Ｅ
Ｕ
研

究
セ
ン
タ
ー
の
開
所
式
お
よ
び

第
一
回
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

Ｗ
ｅ
ｅ

ｋ
と
称
す
る
日
本
文
化
の
紹
介

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

キ
社
会
貢
献
の
推
進

「
社
会
連
携
推
進
本
部
」
に

お
い
て
は
、
産
学
官
連
携
事
業

の
推
進
、
地
域
連
携
の
推
進
な

ど
を
図
り
、
本
学
の
研
究
成
果

を
社
会
に
還
元
す
る
よ
う
努
め

ま
し
た
。

ク
就
職
・
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援

に
つ
い
て

平
成
十
九
年
度
の
学
生
の
就

職
環
境
は
、
金
融
業
、
電
機
や

自
動
車
製
造
業
な
ど
の
採
用
意

欲
が
さ
ら
に
活
発
に
な
り
、
昨

年
度
か
ら
引
き
続
き
「
バ
ブ
ル

期
を
上
回
る
求
人
意
欲
」
と
表

現
さ
れ
る
好
調
な
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
平
成
十
九
年
度
の
ビ

ジ
ネ
ス
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

に
は
、
五
百
四
十
一
人
の
学
生

が
参
加
し
、
派
遣
先
の
企
業
・

団
体
数
は
二
百
八
十
六
と
な
り

ま
し
た
。

ケ
学
生
諸
君
の
活
躍

ス
ポ
ー
ツ
面
で
は
、
世
界
レ

ベ
ル
の
活
躍
と
し
て
、
ア
イ
ス

ス
ケ
ー
ト
部
の
�
橋
大
輔
さ
ん

（
文
学
研
究
科
Ｍ
一
）
が
二
〇

〇
八
四
大
陸
選
手
権
で
世
界
最

高
得
点
を
マ
ー
ク
し
て
優
勝
、

水
上
競
技
部
の
浦
部
紀
衣
さ
ん

（
文
四
）
が
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー

ド
女
子
四
×
百
�
メ
ド
レ
ー
リ

レ
ー
で
優
勝
、
矢
野
友
理
江
さ

ん（
文
二
）が
世
界
競
泳
二
〇
〇

七
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
の
八
百
�
自

由
形
で
準
優
勝
、
空
手
道
部
の

西
村
有
紗
さ
ん（
文
三
）が
ア
ジ

ア
空
手
道
選
手
権
女
子
個
人
組

み
手
で
三
位
入
賞
し
ま
し
た
。

全
日
本
学
生
レ
ベ
ル
で
の
団

体
の
活
躍
と
し
て
は
、
拳
法
部

の
男
子
と
女
子
が
第
五
十
二
回

全
日
本
学
生
拳
法
選
手
権
（
女

子
は
第
二
回
）
大
会
で
、
ま

た
、
馬
術
部
が
四
十
三
年
ぶ
り

に
第
五
十
七
回
全
日
本
学
生
賞

典
障
害
飛
越
競
技
大
会
で
団
体

優
勝
し
ま
し
た
。

文
化
面
で
は
、
速
記
部
が
第

九
十
四
回
全
日
本
大
学
速
記
競

技
大
会
で
優
勝
し
四
十
連
覇
の

偉
業
を
達
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
資
格
試
験
で
は
、
司

法
試
験
に
三
十
四
人
（
旧
司
法

試
験
合
格
者
二
人
を
含
む
）、
公

認
会
計
士
試
験
に
四
十
七
人（
旧

第
二
次
試
験
合
格
者
十
一
人
を

含
む
）
、
弁
理
士
試
験
に
六

人
、
国
家
公
務
員
�
種
試
験
に

七
人
が
合
格
し
ま
し
た
。

ア
千
里
山
北
広
場
整
備
工
事

千
里
山
北
広
場
は
平
成
十
九

年
七
月
に
、「
千
里
山
丘
の
森
キ

ャ
ン
パ
ス
構
想
」
に
基
づ
く
環

境
整
備
の
一
環
で
竣
工
し
ま
し

た
。平

地
面
積
は
、
七
千
二
百
五

十
平
方
�
で
、
正
課
体
育
は
も

と
よ
り
課
外
活
動
施
設
と
し
て

の
利
用
や
学
生
の
ア
メ
ニ
テ
ィ

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
多
目
的
に
利

用
で
き
、
災
害
時
に
は
、
近
隣

住
民
の
方
へ
一
時
避
難
場
所
と

し
て
提
供
し
ま
す
。

イ
第
一
学
舎
一
号
館
建
築
工
事

平
成
二
十
年
三
月
に
、
地
上

六
階
建
て
延
床
面
積
一
万
千
三

百
二
十
九
・
三
六
平
方
�
で
大
・

中
規
模
教
室
十
室
、
実
験
実
習

語
学
系
教
室
五
室
が
配
置
さ
れ

た
建
物
を
建
築
し
ま
し
た
。

大
・
中
教
室
は
、
百
二
十
�

ス
ク
リ
ー
ン
を
二
面
設
置
し
、

超
高
輝
度
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

に
よ
り
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

機
能
を
充
実
さ
せ
、
大
教
室
か

ら
の
映
像
・
音
声
を
他
の
教
室

に
配
信
す
る
こ
と
も
で
き
、
バ

ー
チ
ャ
ル
教
室
を
実
現
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
本
建
物
の
周
辺

を
整
備
し
、
あ
す
か
の
庭
を
設

置
し
ま
し
た
。

ウ
第
四
学
舎
三
号
館
建
築
工
事

理
工
系
三
学
部
に
お
け
る
教

育
活
動
、
お
よ
び
正
課
・
正
課

外
体
育
活
動
施
設
の
更
な
る
充

実
を
目
的
と
し
て
平
成
二
十
年

三
月
に
竣
工
し
ま
し
た
。

地
上
四
階
建
て
延
床
面
積
五

千
六
百
十
二
・
六
八
平
方
�

で
、
一
、
二
階
部
分
に
大
教

室
、
三
階
部
分
に
デ
ザ
イ
ン
ル

ー
ム
、
四
階
部
分
に
多
目
的
教

室
と
し
て
三
室
を
配
置
し
、
建

物
東
側
に
は
、
一
階
か
ら
四
階

ま
で
吹
き
抜
け
の
広
さ
千
三
百

八
十
七
平
方
�
の
屋
内
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
設
置
し
、
屋
上
に
は
、

四
面
の
オ
ム
ニ
コ
ー
ト
と
百
五

十
五
人
収
容
の
観
客
席
を
備
え

た
、
空
中
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
設

置
し
ま
し
た
。

エ
白
馬
栂
池
高
原
ロ
ッ
ジ
別
館

整
備
工
事

白
馬
栂
池
高
原
ロ
ッ
ジ
本
館

の
隣
接
地
お
よ
び
建
物
を
購
入

し
、
改
修
し
て
白
馬
栂
池
高
原

ロ
ッ
ジ
別
館
と
し
ま
し
た
。

本
館
と
渡
り
廊
下
で
つ
な

ぎ
、
宿
泊
客
二
十
人
増
の
対
応

が
可
能
と
な
り
、
敷
地
に
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
を
設
置
し
施
設
の
充

実
を
図
り
ま
し
た
。

第１学舎１号館とあすかの庭

第４学舎３号館

白馬栂池高原ロッジ別館

平
成
十
九
年
度
グ
ロ
ー
バ
ル

Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
関
係

理事長

森本靖一郎

２

事
業
の
概
要

１

関
西
大
学
北
陽
高
等
学
校
関
係

は
じ
め
に

３

教
育
研
究
活
動
関
係

４

教
育
研
究
環
境
の
整
備
充
実
関
係

平成２０年（２００８年）７月１１日第 ３５５ 号（５）
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当年度（平成２０年３月３１日）
差 額
３７９，７０４，５９９

（３１６，６７３，４８５）
△１，７３８，０５６，４０１

（△１，７３８，０５６，４０１）
△１，３５８，３５１，８０２

（△１，４２１，３８２，９１６）

時 価
１２，８７５，５４７，７５８

（１２，３８７，００２，０８５）
１３，３９２，６８７，５９９

（１３，３９２，６８７，５９９）
２６，２６８，２３５，３５７

（２５，７７９，６８９，６８４）

貸借対照表計上額
１２，４９５，８４３，１５９

（１２，０７０，３２８，６００）
１５，１３０，７４４，０００

（１５，１３０，７４４，０００）
２７，６２６，５８７，１５９

（２７，２０１，０７２，６００）

種 類

時価が貸借対照表計上額
を超えるもの
（うち満期保有目的の債券）
時価が貸借対照表計上額
を超えないもの
（うち満期保有目的の債券）（注）

合 計
（うち満期保有目的の債券）

負債の部
金 額
２２２，９０９，８７６
２２２，９０９，８７６
１３３，１５６，７４９
３，８２７，７６２
９８，４００，０００
３０，９２８，９８７
３５６，０６６，６２５

基本金の部
金 額

４，０３４，３８４，０７１
１７８，４０４，８８８
８９，０００，０００

４，３０１，７８８，９５９
消費収支差額の部

金 額
△１，４５７，１３３，８４８
△１，４５７，１３３，８４８
金 額

３，２００，７２１，７３６

科 目
固定負債
退職給与引当金
流動負債
未払金
前受金
預り金
負債の部合計

科 目
第１号基本金
第３号基本金
第４号基本金
基本金の部合計

科 目
翌年度繰越消費支出超過額
消費収支差額の部合計

科 目
負債の部、基本金の部及
び消費収支差額の部合計

資産の部
金 額

２，９７３，１８４，８６０
２，３８３，６６１，９９２
１，９８８，２６０，９５０
３１０，７５３，６０１
７７，０７２，７７０
７，０２４，９９５
５４９，６７５

１
５８９，５２２，８６８
３３１，５００

１，２００，０００
２２２，９０９，８７６
１８６，６７６，６０４
１７８，４０４，８８８
２２７，５３６，８７６
２１２，５５０，８８４
１４，９８５，９９２

３，２００，７２１，７３６

科 目
固定資産
有形固定資産
土地
建物
構築物
教育研究用機器備品
その他の機器備品
車輌
その他の固定資産
電話加入権
長期貸付金
退職給与引当特定資産
減価償却引当特定資産
第３号基本金引当資産

流動資産
現金預金
未収入金

資産の部合計

学
校
法
人
は
、
予
算
に
よ
っ
て

執
行
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
決
算
に

つ
い
て
、文
部
省
令
に
定
め
る
「
学

校
法
人
会
計
基
準
」
に
基
づ
き
、

財
務
計
算
に
関
す
る
書
類
と
し

て
、「
資
金
収
支
計
算
書
」「
消
費

収
支
計
算
書
」「
貸
借
対
照
表
」
と

そ
れ
ぞ
れ
の
内
訳
表
あ
る
い
は
明

細
表
の
計
算
書
類
を
作
成
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
資
金
収
支
計
算
書
」
は
、
学

校
法
人
の
当
該
会
計
年
度
の
諸
活

動
に
対
応
す
る
す
べ
て
の
収
入
・

支
出
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
、
か

つ
、
支
払
資
金
の
収
入
・
支
出
の

て
ん
末
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で

す
。
資
金
の
動
き
の
す
べ
て
が
計

算
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

「
消
費
収
支
計
算
書
」
は
、
当

該
会
計
年
度
に
お
け
る
消
費
収
支

の
均
衡
状
態
と
、
そ
の
内
容
を
明

ら
か
に
し
、
学
校
法
人
の
経
営
状

況
が
健
全
で
あ
る
か
ど
う
か
を
示

す
も
の
で
す
。
こ
の
計
算
書
は
、

言
わ
ば
企
業
会
計
の
「
損
益
計
算

書
」
に
あ
た
る
も
の
で
す
。

「
貸
借
対
照
表
」
は
、
学
校
法

人
の
一
定
時
点
（
決
算
日
）
に
お

け
る
資
産
、
負
債
、
基
本
金
、
消

費
収
支
差
額
の
財
政
状
態
を
示
す

も
の
で
す
。

な
お
、「
財
産
目
録
」
は
、「
貸

借
対
照
表
」
を
基
準
に
し
て
組
み

替
え
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、

こ
こ
で
は
紙
幅
の
関
係
上
省
略
い

た
し
ま
す
。「
関
西
大
学
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
」
に
財
産
目
録
な
ど
の
財
務

情
報
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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注 記
１ 重要な会計方針
�引当金の計上基準
徴収不能引当金…債権の徴収不能に備えるため、個別に見積もった徴
収不能見込額を計上している。
退職給与引当金
ア 大学の教員及び職員…期末要支給額１２，７７７，３６８，５６７円の５０％を基に
して、私立大学退職金財団に対する掛金の累計額と交付金の累計額
との繰入調整額を加減した金額を計上している。
イ 高等学校、中学校、幼稚園の教員…期末要支給額１，２４２，３７９，００２円
から私学退職金財団よりの交付金相当額を控除した金額の５０％を計
上している。
ウ 役員…期末要支給額４５，９００，０００円の１００％を計上している。
退職年金引当金…関西大学退職年金規程に基づき、退職給付債務を引当
計上している。
�その他重要な会計方針
有価証券の評価基準及び評価方法…移動平均法に基づく原価法である。
所有権移転外ファイナンス・リース取引の処理方法…リース物件の所
有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース
取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によ
っている。
預り金その他経過項目に係る収支の表示方法…前期末残高は、預り金支
出・立替金収入とし、当期末残高は、預り金収入・立替金支出としている。
食堂その他教育研究活動に付随する活動に係る収支の表示方法…補助
活動に係る収支は総額で表示している。

２ 重要な会計方針の変更等…なし
３ 減価償却額の累計額の合計額…６１，５２９，６８４，０１９円
４ 徴収不能引当金の合計額…９，３４１，５００円
５ 担保に供されている資産の種類及び額は次のとおりである。
土地１０１，３４０．８９� １２９，９８１，３０７円

６ 翌会計年度以後の会計年度において基本金への組入れを行うこととな
る金額…５，０９１，４７３，２４０円

７ その他財政及び経営の状況を正確に判断するために必要な事項
�有価証券の時価情報 （単位 円）

（注） 時価が貸借対照表計上額を超えないものについては、満期保有目的の債券
のため、差額（評価損）が実現する可能性は低い。なお、仕組債について
は、本表に含めて記載している。

�偶発債務
関西大学法科大学院特別教育ローンにおいて、金融機関に対し

２７，２９８，７４９円の債務保証を行っている。
�所有権移転外ファイナンス・リース取引
通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っている所有権
移転外ファイナンス・リースは次のとおりである。
リース資産の種類 リース料総額 未経過リース料期末残高
教育研究用機器備品 １，０８８，０７０，３５７円 ７１５，４０６，８２９円
車輌 １４，８１７，６００円 １１，６５２，１６６円

計 １，１０２，８８７，９５７円 ７２７，０５８，９９５円

�後発事象
学校法人関西大学と学校法人福武学園は、平成１９年３月１５日付けの
合併基本契約書並びに両学校法人の理事会及び評議員会決議に基づ
き、平成２０年１月１５日付けで文部科学大臣の認可を得、平成２０年４月
１日をもって本法人を存続法人とする合併を行った。
学校法人福武学園は平成２０年４月１日をもって解散法人となるた

め、本法人が学校法人福武学園の権利義務一切を承継し、同法人が設
置する北陽高等学校は、その名称を関西大学北陽高等学校に変更する
こととなった。
なお、合併に伴い承継する学校法人福武学園の平成２０年３月３１日現
在の貸借対照表は、以下のとおりである。

（単位 円）

（注）予備費使用額 ２２９，１７２，０００円
�
�
�

人件費 ２２９，１７２，０００円

職員人件費 ２２９，１７２，０００円

	


�

差 異

△ ２０９，０５９，６５０
△ １５４，７９８，６５０
△ １４，６５０，０００
△ ４，６０５，５００
△ ３４，５３５，５００
△ ４７０，０００

△ ６５０，７０８，６７７
△ ６４７，１５８，０００

４８５，０００
７４４，４００

△ ２，６１７，３７７

△ ２，１６２，７００

△ ２０７，１０６，３２４
△ ２０７，１０６，３２４

１４９，３７９，９５９
１５４，６９７，５７１

△ ５，３１７，６１２

△ ７５，８０４，９０９
８，２１８，６６０

△ ２８，５２３，０７９

７，７７３，４３２

△ ６，６９４，３５４

△ ２８６，０２７

△ １８５，８２４

△ ２６６，０９６

△ １３，２７３，１４８

３８，４４７，０８４

１７４，０００

△ １０７，５９５

△ １，２２５，２０４

△ １，７０９，５８８

△ ３３，０２４，１１７
△ ４５，１２３，０５３

０
０

決 算

３２，８１０，６２８，６５０
２４，３０１，０６５，６５０
２，６２０，９４０，０００
８１０，７０８，５００

４，９７０，２９４，５００
１０７，６２０，０００

３，１１３，４２６，６７７
３，０８０，６４８，０００

９８６，０００
１４，１５８，６００
８，５０２，３７７

９，１３１，７００

６４９，３０６，３２４
６４９，３０６，３２４

３，９０２，８１２，０４１
３，３４７，４００，４２９
５５５，４１１，６１２

１，１８０，８８４，９０９
５４，４４５，３４０

３４，４７６，０７９

３４９，６７５，５６８

８，９９６，３５４

１，２８６，０２７

４２７，８２４

５６６，０９６

２３，２７３，１４８

４１４，４６０，９１６

０

３２９，５９５

２，４２５，２０４

２，７０９，５８８

１３２，８３５，１１７
１５４，９７８，０５３

１，１００，０００，０００
１，１００，０００，０００

予 算

３２，６０１，５６９，０００
２４，１４６，２６７，０００
２，６０６，２９０，０００
８０６，１０３，０００

４，９３５，７５９，０００
１０７，１５０，０００

２，４６２，７１８，０００
２，４３３，４９０，０００
１，４７１，０００
１４，９０３，０００
５，８８５，０００

６，９６９，０００

４４２，２００，０００
４４２，２００，０００

４，０５２，１９２，０００
３，５０２，０９８，０００
５５０，０９４，０００

１，１０５，０８０，０００
６２，６６４，０００

５，９５３，０００

３５７，４４９，０００

２，３０２，０００

１，０００，０００

２４２，０００

３００，０００

１０，０００，０００

４５２，９０８，０００

１７４，０００

２２２，０００

１，２００，０００

１，０００，０００

９９，８１１，０００
１０９，８５５，０００

１，１００，０００，０００
１，１００，０００，０００

科 目

学生生徒等納付金収入
授業料収入
入学金収入
実験・実習料収入
教育充実費収入
施設費収入

手数料収入
入学検定料収入
試験料収入
証明手数料収入
大学入試センター試験
実施手数料収入
その他の手数料収入

寄付金収入
特別寄付金収入

補助金収入
国庫補助金収入
地方公共団体補助金収入

資産運用収入
退職給与引当特定資産
運用収入
関西大学退職年金引当
特定資産運用収入
減価償却引当特定資産
運用収入
キャンパス整備資金引
当特定資産運用収入
情報基盤等整備資金引
当特定資産運用収入
工学部設備整備資金引
当特定資産運用収入
高中施設整備資金引当
特定資産運用収入
高槻新キャンパス整備資
金引当特定資産運用収入
第３号基本金引当特定
資産運用収入
未使用基金果実引当特
定預金運用収入
総合情報学部Ｅ棟／教
室棟借入返済資金特定
預金運用収入
危機対応資金引当特定
預金運用収入
ＩＴ化推進引当特定資
産運用収入
受取利息・配当金収入
施設設備利用料収入

資産売却収入
有価証券売却収入

平成１９年４月１日から平成２０年３月３１日まで （単位 円）

収入の部
差 異

△ ６７，６４４，４０９

６，５３４，０９７

２，０１７，９７６

△ ７６，１９６，４８２

△ ３７８，０３１，７０２

△ ２４７，１８１，９６０

△ １３０，８４９，７４２

１０７，６７３，６６３

３１，３１７，０００

５３，８５０，０００

△ ３７９，０００

８，４９１，５００

１４，３９４，１６３

△ ２２７，００６，２１２

△ ６，１４８，８２８

△ １６，１７３，４８２

０

０

０

△ ３８６

０

３８６

△ １８，１１４，０９６

△ ２３，８８６，９４４

△ ２０９，５６６

△ ４２５，８０２

△ １６２，０４７，６１８

１２４

５８６，８９０，７２４

５８６，４２６，４９３

４６４，２３１

７２

△ ９７１，４１７，４６５

決 算

７４１，２６７，４０９

３９６，７７５，９０３

８，１１５，０２４

３３６，３７６，４８２

１，２５５，５７９，７０２

１，０１０，５３３，９６０

２４５，０４５，７４２

６，０２０，２６６，３３７

２，８００，７３２，０００

２，４３６，１６０，０００

１０８，１５４，０００

５９１，６１４，５００

８３，６０５，８３７

４，２０１，８３９，２１２

２０８，２８１，８２８

５２，３１２．４８２

５００，０００，０００

１００，０００，０００

１９２，０００，０００

８５，０５６，３８６

５００，０００，０００

４４，２３５，６１４

１８，１１４，０９６

５７８，６７６，９４４

１，４１５，８５５，５６６

４１，４２５，８０２

４６５，０４７，６１８

８３２，８７６

△８，０４１，８６３，７２４

△１，６４６，１５３，４９３

△６，３９５，７１０，２３１

２２，６０５，６１２，９２８

６９，５３９，７６０，４６５

予 算

６７３，６２３，０００

４０３，３１０，０００

１０，１３３，０００

２６０，１８０，０００

８７７，５４８，０００

７６３，３５２，０００

１１４，１９６，０００

６，１２７，９４０，０００

２，８３２，０４９，０００

２，４９０，０１０，０００

１０７，７７５，０００

６００，１０６，０００

９８，０００，０００

３，９７４，８３３，０００

２０２，１３３，０００

３６，１３９，０００

５００，０００，０００

１００，０００，０００

１９２，０００，０００

８５，０５６，０００

５００，０００，０００

４４，２３６，０００

０

５５４，７９０，０００

１，４１５，６４６，０００

４１，０００，０００

３０３，０００，０００

８３３，０００

△７，４５４，９７３，０００

△１，０５９，７２７，０００

△６，３９５，２４６，０００

２２，６０５，６１３，０００

６８，５６８，３４３，０００

科 目

事業収入

補助活動収入

附属事業収入

受託事業収入

雑収入

私学退職金財団交付金

収入

雑収入

前受金収入

授業料前受金収入

入学金前受金収入

実験・実習料前受金収入

教育充実費前受金収入

その他の前受金収入

その他の収入

退職給与引当特定資産

からの繰入収入

関西大学退職年金引当

特定資産からの繰入収入

キャンパス整備資金引

当特定資産からの繰入

収入

情報基盤等整備資金引

当特定資産からの繰入

収入

工学部設備整備資金引

当特定資産からの繰入

収入

総合情報学部Ｅ棟／教

室棟借入返済資金特定

預金からの繰入収入

ＩＴ化推進引当特定資

産からの繰入収入

修学旅行費等預り資産

からの繰入収入

敷金・保証金回収収入

貸付金回収収入

前期末未収入金収入

修学旅行費等預り金収入

その他の預り金収入

その他の収入

資金収入調整勘定

期末未収入金

前期末前受金

前年度繰越支払資金

収入の部合計

支出の部
差 異

△ ５０４，８２５，１９３
７，３０８，１７８

△ ８３，２０６，８６２
△ ２，８８２，１８８
△ ４０９，８７０，８３９
△ １６，１７３，４８２

３７７，１３６，３１３
△ １３，３６１，４８６
△ ９３，５１７，１５４

２，８４１，１９４
３１，３５６，８０１
９６，８４８，９５１
４８，００８，４５０

△ １９，７２１，５４６
１５３，７０８，１６７
２４３，７３６

△ ２４，７８７，９８４
４７，０２９，０２７
４，７３６，３２２

１０２，５８８，６９８
２８，７８５，１１５

△ ３３３，３８５
△ ８１４，７６２

９，４２９，２５３
６，５９７，９２１
３，７９７，６９３

△ ６，２９８，６９８

△ １０８，０４６，９８８
△ ７，０８３，７６２

６，２７１，４３２
１，７４４，７８７

△ ２４，０６４，３８８
△ ５，４１０，５８６
△ ２，５３５，８１０

１，４２８，６１３
△ ８４５，４４９

１，２３２，１４１
△ ４，６９８，８９１
△ １，３８０，０００
△ ３９８，６９５

１１，８１４，３１１
△ ５，５１０，７６１

６，２３８，０３０
△ ２，６１１，７８４
△ １０，８０２，０１２
△ ６，６０８，１７９

１，４８６，７５２
△ ６６，３１２，７３７

△ ３，１９６，１３４
△ ３，１９６，１３４

△ ２０，０００，０００
△ ２０，０００，０００

△ ６４，５７５，３６７
△ ９，０５５，３６７

３３，２４３，４００

決 算

２０，２９７，１１５，１９３
１２，３５１，５２３，８２２
６，３３２，４７８，８６２
８８，４２３，１８８

１，４７２，３７６，８３９
５２，３１２，４８２

１０，９０４，９９８，６８７
３８０，６３９，４８６

１，８６５，８６７，１５４
３０９，４９２，８０６
３８７，１４６，１９９
２０２，１７３，０４９
６０７，０６６，５５０
２７６，７８９，５４６
９７６，４８８，８３３
５，３４６，２６４

８６１，０５０，９８４
８３，５３９，９７３
５７，４１５，６７８

３，４２５，１４３，３０２
１，１８５，６３８，８８５

４９１，３８５
３０，２５３，７６２
１３７，９３３，７４７
２，６１７，０７９
１５，７３７，３０７
９４，１６６，６９８

１，７６５，４３６，９８８
６８，２４０，７６２
４５，６３１，５６８
２２，５７４，２１３
１１８，３７９，３８８
２９１，７５８，５８６
５２，７５８，８１０
３１，２８７，３８７
２，２６１，４４９

２５７，７４６，８５９
６１，６３３，８９１
１，３８０，０００
５，６３９，６９５

５９９，５２６，６８９
１８，１６４，７６１
４，０１８，９７０
２３，２２８，７８４
５１，１４７，０１２
１７，０２９，１７９
９，７９１，２４８
８３，２３７，７３７

１４１，５６２，１３４
１４１，５６２，１３４

８１１，６６０，０００
８１１，６６０，０００

５，７６６，６９２，３６７
９，０５５，３６７

４，０６２，０９９，６００

予 算

１９，７９２，２９０，０００
１２，３５８，８３２，０００
６，２４９，２７２，０００
８５，５４１，０００

１，０６２，５０６，０００
３６，１３９，０００

１１，２８２，１３５，０００
３６７，２７８，０００

１，７７２，３５０，０００
３１２，３３４，０００
４１８，５０３，０００
２９９，０２２，０００
６５５，０７５，０００
２５７，０６８，０００

１，１３０，１９７，０００
５，５９０，０００

８３６，２６３，０００
１３０，５６９，０００
６２，１５２，０００

３，５２７，７３２，０００
１，２１４，４２４，０００

１５８，０００
２９，４３９，０００
１４７，３６３，０００
９，２１５，０００
１９，５３５，０００
８７，８６８，０００

１，６５７，３９０，０００
６１，１５７，０００
５１，９０３，０００
２４，３１９，０００
９４，３１５，０００
２８６，３４８，０００
５０，２２３，０００
３２，７１６，０００
１，４１６，０００

２５８，９７９，０００
５６，９３５，０００

０
５，２４１，０００

６１１，３４１，０００
１２，６５４，０００
１０，２５７，０００
２０，６１７，０００
４０，３４５，０００
１０，４２１，０００
１１，２７８，０００
１６，９２５，０００

１３８，３６６，０００
１３８，３６６，０００

７９１，６６０，０００
７９１，６６０，０００

５，７０２，１１７，０００
０

４，０９５，３４３，０００

科 目

人件費支出
教員人件費支出
職員人件費支出
役員報酬支出
退職金支出
退職年金支出

教育研究経費支出
旅費交通費支出
消耗品費支出
印刷・製本費支出
研究補助費支出
教育等補助費支出
奨学費支出
通信運搬費支出
光熱水費支出
広告費支出
修繕費支出
除却費支出
保険料支出
業務委託費支出
賃貸料支出
租税公課支出
諸会費支出
支払手数料・報酬支出
渉外費支出
会議・会合費支出
雑費支出

管理経費支出
旅費交通費支出
福利厚生費支出
年金支出
消耗品費支出
印刷・製本費支出
通信運搬費支出
光熱水費支出
補助費支出
広告費支出
修繕費支出
除却費支出
保険料支出
業務委託費支出
賃借料支出
租税公課支出
諸会費支出
支払手数料・報酬支出
渉外費支出
会議・会合費支出
雑費支出

借入金等利息支出
借入金利息支出

借入金等返済支出
借入金返済支出

施設関係支出
土地支出
建物支出

差 異

△ １０６，９７８，９００
△ ３５０，０００

１８，５６５，５００

４６２，２２７，０９５
４４４，８５２，７０８
２，０６７，７８９
１５，３０６，５９８

△ ３８４，８４０，５２７
△ ２３，７８４，３２９

０

△ ２２，０００，０００

０

０

△ ３９，２８４，３９６

０

０

△ ４２５，８０２

△ ２９９，３４６，０００

２８０，６３４，９４３
２９６，２８７，０００
１，６９７，７８２

３８６

１８０，８７２
△ １３，３９５，３２２
△ ２，５６５，１５７
△ １，５７０，６１８

７２，０１８，０００

７６３，５３５，１０９
７６３，５３４，８９７

２１２

△１，８４１，４８４，７１６

△ ９７１，４１７，４６５

（注）予備費使用額 ５２７，９８２，０００円

�
�
�
�

人件費支出 ２２９，１７２，０００円

職員人件費支出 ２２９，１７２，０００円

施設関係支出 ２９８，８１０，０００円

構 築 物 支 出 ２００，３１０，０００円

建設仮勘定支出 ９８，５００，０００円

	




�

決 算

１，０６５，５０７，９００
６２０，１４０，０００
９，８８９，５００

２，２１７，５８０，９０５
１，９２１，１１３，２９２
３７，７３０，２１１
２５８，７３７，４０２

６，６８１，８５３，５２７
１２０，２０４，３２９

４００，０００，０００

２２，０００，０００

５０，０００，０００

２，５００，０００，０００

１，４４８，８７７，３９６

２００，０００，０００

５００，０００，０００

４１，４２５，８０２

１，３９９，３４６，０００

２，６６８，７７３，０５７
５８２，８６３，０００
１，４６７，５３６，２１８
４４，２３５，６１４

３９８，３６０，１２８
１７１，６４２，３２２
２，５６５，１５７
１，５７０，６１８

―――――

△１，６９２，９１７，１０９
△１，５１９，９３４，８９７
△ １７２，９８２，２１２

１９，９７７，００４，７１６

６９，５３９，７６０，４６５

予 算

９５８，５２９，０００
６１９，７９０，０００
２８，４５５，０００

２，６７９，８０８，０００
２，３６５，９６６，０００
３９，７９８，０００
２７４，０４４，０００

６，２９７，０１３，０００
９６，４２０，０００

４００，０００，０００

０

５０，０００，０００

２，５００，０００，０００

１，４０９，５９３，０００

２００，０００，０００

５００，０００，０００

４１，０００，０００

１，１００，０００，０００

２，９４９，４０８，０００
８７９，１５０，０００

１，４６９，２３４，０００
４４，２３６，０００

３９８，５４１，０００
１５８，２４７，０００

０
０

（５２７，９８２，０００）
７２，０１８，０００

△ ９２９，３８２，０００
△ ７５６，４００，０００
△ １７２，９８２，０００

１８，１３５，５２０，０００

６８，５６８，３４３，０００

科 目

構築物支出
建設仮勘定支出
施設利用権支出

設備関係支出
教育研究用機器備品支出
その他の機器備品支出
図書支出

資産運用支出
関西大学退職年金引当
特定資産への繰入支出
キャンパス整備資金引
当特定資産への繰入支出
理工系学部整備充実資
金引当特定資産への繰
入支出
高中施設整備資金引当
特定資産への繰入支出
高槻新キャンパス整備
資金引当特定資産への
繰入支出
第３号基本金引当特定
資産への繰入支出
危機対応資金引当特定
預金への繰入支出
ＩＴ化推進引当特定資
産への繰入支出
修学旅行費等預り資産
への繰入支出
有価証券購入支出

その他の支出
貸付金支払支出
前期末未払金支払支出
修学旅行費等預り金支
払支出
その他の預り金支払支出
前払金支払支出
貯蔵品購入支出
その他の支出

予備費

資金支出調整勘定
期末未払金
前期末前払金

次年度繰越支払資金

支出の部合計

平成２０年３月３１日 （単位 円）

資産の部

負債の部

増 減

７，２５１，０７８，３５６
２，８８４，５４８，０９４
９，０５５，３６７

１，２９５，３７７，８３０
４７１，４９６，６５５
４３８，１７０，１８１

△ ２０，０８８，２５９
２８５，６５７，３４６

△ ８０１，３２６
４０５，６８０，３００

４，３６６，５３０，２６２
０

△ ２２，１０６，２２７
△ １８，１１４，０９６

８００，０４５，０００
３，２７４，５５６

△ ２０８，２８１，８２８
６７，８９１，８４７

０
△ １００，０００，０００
△ １００，０００，０００
△ １９２，０００，０００

２２，０００，０００
５０，０００，０００

２，５００，０００，０００
１，４４８，８７７，３９６

△ ８５，０５６，３８６
２００，０００，０００

０

△ ２，８９７，９６８，８４１
△ ２，６２８，６０８，２１２

２２９，４０５，１８６
５３６，１４５
１２０，０００

△ ４９６，０１０，０００
△ １，３３９，８９０
△ ２，８０９，８１２

７３７，７４２

４，３５３，１０９，５１５

前年度末

１５４，３０３，４６０，２８９
８５，３６７，４３７，９８４
９，１１３，１９６，３２０
４８，７１３，２２２，９３４
７，４５４，８３２，９２５
７，７３４，１８１，６２１
４２０，４４４，８００

１１，６１９，７９０，４２１
２，３０９，２６３

３０９，４５９，７００

６８，９３６，０２２，３０５
１８，４９５，５６１
１９６，２４６，１０８
６９，４８７，０９６

３，４４８，８１７，６０１
４，３６６，５８２，６２８
７，１９３，８８２，９０４
７４９，６９３，００７

２８，０００，０００，０００
１，１５１，０００，０００
５００，０００，０００
１９２，０００，０００

０
１５０，０００，０００

５，０００，０００，０００
１６，１３０，９３９，３１５
１６８，８７８，０８５
６００，０００，０００

１，０００，０００，０００

２５，７４０，７０１，６９６
２２，６０５，６１２，９２８
１，４１８，０８８，０５４
２，０２９，０１２
６１０，０００

１，４９５，３１１，０００
１７２，９８２，２１２
４４，２３５，６１４
１，８３２，８７６

１８０，０４４，１６１，９８５

本年度末

１６１，５５４，５３８，６４５
８８，２５１，９８６，０７８
９，１２２，２５１，６８７
５０，００８，６００，７６４
７，９２６，３２９，５８０
８，１７２，３５１，８０２
４００，３５６，５４１

１１，９０５，４４７，７６７
１，５０７，９３７

７１５，１４０，０００

７３，３０２，５５２，５６７
１８，４９５，５６１
１７４，１３９，８８１
５１，３７３，０００

４，２４８，８６２，６０１
４，３６９，８５７，１８４
６，９８５，６０１，０７６
８１７，５８４，８５４

２８，０００，０００，０００
１，０５１，０００，０００
４００，０００，０００

０
２２，０００，０００
２００，０００，０００

７，５００，０００，０００
１７，５７９，８１６，７１１
８３，８２１，６９９
８００，０００，０００

１，０００，０００，０００

２２，８４２，７３２，８５５
１９，９７７，００４，７１６
１，６４７，４９３，２４０
２，５６５，１５７
７３０，０００

９９９，３０１，０００
１７１，６４２，３２２
４１，４２５，８０２
２，５７０，６１８

１８４，３９７，２７１，５００

科 目

固定資産
有形固定資産
土地
建物
構築物
教育研究用機器備品
その他の機器備品
図書
車輌
建設仮勘定

その他の固定資産
電話加入権
施設利用権
敷金・保証金
有価証券
長期貸付金
退職給与引当特定資産
関西大学退職年金引当特定資産
減価償却引当特定資産
キャンパス整備資金引当特定資産
情報基盤等整備資金引当特定資産
工学部設備整備資金引当特定資産
理工系学部整備充実資金引当特定資産
高中施設整備資金引当特定資産
高槻新キャンパス整備資金引当特定資産
第３号基本金引当特定資産
総合情報学部Ｅ棟／教室棟借入返済資金特定預金
危機対応資金引当特定預金
ＩＴ化推進引当特定資産

流動資産
現金・預金
未収入金
貯蔵品
短期貸付金
有価証券
前払金
修学旅行費等預り資産
その他の流動資産

資産の部合計

増 減

△ ８８１，６４９，９８１
△ ７４１，２６０，０００
△ ２０８，２８１，８２８

６７，８９１，８４７

△ ３３０，１９７，５３７
△ ７０，４００，０００

５１，７６８，６７９
△ ３７５，４４３，８９４
△ ２，８０９，８１２

６６，６８７，４９０

△ １，２１１，８４７，５１８

前年度末

１３，０２５，９９５，９１１
５，０８２，４２０，０００
７，１９３，８８２，９０４
７４９，６９３，００７

９，１２９，３６６，４１８
８１１，６６０，０００

１，４７２，０３６，９３７
６，４０２，４４５，５５１
４４，２３５，６１４
３９８，９８８，３１６

２２，１５５，３６２，３２９

本年度末

１２，１４４，３４５，９３０
４，３４１，１６０，０００
６，９８５，６０１，０７６
８１７，５８４，８５４

８，７９９，１６８，８８１
７４１，２６０，０００

１，５２３，８０５，６１６
６，０２７，００１，６５７
４１，４２５，８０２
４６５，６７５，８０６

２０，９４３，５１４，８１１

科 目

固定負債
長期借入金
退職給与引当金
関西大学退職年金引当金

流動負債
短期借入金
未払金
前受金
修学旅行費等預り金
その他の預り金

負債の部合計

基本金の部
増 減

６，８７４，９６８，１４８
２，１５８，０００，０００
１，４４８，８７７，３９６
１３８，０００，０００

１０，６１９，８４５，５４４

前年度末

１３８，６６０，７９８，３０４
６，９９３，０００，０００
１６，１３０，９３９，３１５
２，４１５，０００，０００

１６４，１９９，７３７，６１９

本年度末

１４５，５３５，７６６，４５２
９，１５１，０００，０００
１７，５７９，８１６，７１１
２，５５３，０００，０００

１７４，８１９，５８３，１６３

科 目

第１号基本金
第２号基本金
第３号基本金
第４号基本金

基本金の部合計

増 減

△ ５，０５４，８８８，５１１

△ ５，０５４，８８８，５１１

増 減

４，３５３，１０９，５１５

前年度末

△ ６，３１０，９３７，９６３

△ ６，３１０，９３７，９６３

前年度末

１８０，０４４，１６１，９８５

本年度末

△ １１，３６５，８２６，４７４

△ １１，３６５，８２６，４７４

本年度末

１８４，３９７，２７１，５００

科 目

翌年度繰越消費支出超過額

消費収支差額の部合計

科 目

負債の部・基本金の部及び消費収支差額の部合計

消費収支差額の部

消費支出の部
差 異

△ ５０６，２８７，２１２

７，３０８，１７８

△ ８３，２０６，８６２

△ ２，８８２，１８８

△ ４８，８９２，３８０

△ ３５４，８２９，６３１

△ ２３，７８４，３２９

４９０，０８８，８１１

△ １３，３６１，４８６

△ １０２，１０１，２０６

２，８４１，１９４

３１，３５６，８０１

９６，８４８，９５１

４８，００８，４５０

△ １９，７２１，５４６

１５３，７０８，１６７

２４３，７３６

１２１，５３６，５５０

△ ２４，７８７，９８４

４７，０２９，０２７

４，７３６，３２２

１０２，５８８，６９８

２８，７８５，１１５

△ ３３３，３８５

△ ８１４，７６２

９，４２９，２５３

６，５９７，９２１

３，７９７，６９３

△ ６，２９８，６９８

△ １１１，６８０，０２１

△ ７，０８３，７６２

６，２７１，４３２

１，７４４，７８７

△ ２４，０６４，３８８

△ ５，４１０，５８６

△ ４，４７５，６２２

決 算

２０，１５６，７２５，２１２

１２，３５１，５２３，８２２

６，３３２，４７８，８６２

８８，４２３，１８８

８３，４９３，３８０

１，１８０，６０１，６３１

１２０，２０４，３２９

１５，７１０，８０４，１８９

３８０，６３９，４８６

１，８８４，４５１，２０６

３０９，４９２，８０６

３８７，１４６，１９９

２０２，１７３，０４９

６０７，０６６，５５０

２７６，７８９，５４６

９７６，４８８，８３３

５，３４６，２６４

４，７８７，２２１，４５０

８６１，０５０，９８４

８３，５３９，９７３

５７，４１５，６７８

３，４２５，１４３，３０２

１，１８５，６３８，８８５

４９１，３８５

３０，２５３，７６２

１３７，９３３，７４７

２，６１７，０７９

１５，７３７，３０７

９４，１６６，６９８

１，９４８，６１０，０２１

６８，２４０，７６２

４５，６３１，５６８

２２，５７４，２１３

１１８，３７９，３８８

２９１，７５８，５８６

５４，６９８，６２２

予 算

１９，６５０，４３８，０００

１２，３５８，８３２，０００

６，２４９，２７２，０００

８５，５４１，０００

３４，６０１，０００

８２５，７７２，０００

９６，４２０，０００

１６，２００，８９３，０００

３６７，２７８，０００

１，７８２，３５０，０００

３１２，３３４，０００

４１８，５０３，０００

２９９，０２２，０００

６５５，０７５，０００

２５７，０６８，０００

１，１３０，１９７，０００

５，５９０，０００

４，９０８，７５８，０００

８３６，２６３，０００

１３０，５６９，０００

６２，１５２，０００

３，５２７，７３２，０００

１，２１４，４２４，０００

１５８，０００

２９，４３９，０００

１４７，３６３，０００

９，２１５，０００

１９，５３５，０００

８７，８６８，０００

１，８３６，９３０，０００

６１，１５７，０００

５１，９０３，０００

２４，３１９，０００

９４，３１５，０００

２８６，３４８，０００

５０，２２３，０００

科 目

人件費

教員人件費

職員人件費

役員報酬

退職金

退職給与引当金繰入額

関西大学退職年金引当

金繰入額

教育研究経費

旅費交通費

消耗品費

印刷・製本費

研究補助費

教育等補助費

奨学費

通信運搬費

光熱水費

広告費

減価償却額

修繕費

除却費

保険料

業務委託費

賃借料

租税公課

諸会費

支払手数料・報酬

渉外費

会議・会合費

雑費

管理経費

旅費交通費

福利厚生費

年金

消耗品費

印刷・製本費

通信運搬費

差 異

１，４２８，６１３

△ ８４５，４４９

１，２３２，１４１

△ ７１１，２８０

△ ４，６９８，８９１

△ １，３８０，０００

△ ３９８，６９５

１１，８１４，３１１

△ ５，５１０，７６１

６，１４８，８３０

△ ２，６１１，７８４

△ １０，８０２，０１２

△ ６，６０８，１７９

１，４８６，７５２

△ ６７，２０５，４７８

△ ３，１９６，１３４

△ ３，１９６，１３４

４，８７２，５２５

△ ３，６９７，４３２

△ ８，１３４，６４０

１４，８９６，５２２

３０９，９８４

１，４９８，０９１

△ １，３４５，０００

３７０，８２８，０００

２４３，２８０，９６９

決 算

３１，２８７，３８７

２，２６１，４４９

２５７，７４６，８５９

１８０，２５１，２８０

６１，６３３，８９１

１，３８０，０００

５，６３９，６９５

５９９，５２６，６８９

１８，１６４，７６１

４，１０８，１７０

２３，２２８，７８４

５１，１４７，０１２

１７，０２９，１７９

９，７９１，２４８

８４，１３０，４７８

１４１，５６２，１３４

１４１，５６２，１３４

３３６，８９４，４７５

２９４，３４９，４３２

３３，９４５，６４０

７，０９７，４７８

１６

１，５０１，９０９

１，３４５，０００

―――――

３８，２９５，９４１，０３１

５，０５４，８８８，５１１
６，３１０，９３７，９６３
１１，３６５，８２６，４７４

予 算

３２，７１６，０００

１，４１６，０００

２５８，９７９，０００

１７９，５４０，０００

５６，９３５，０００

０

５，２４１，０００

６１１，３４１，０００

１２，６５４，０００

１０，２５７，０００

２０，６１７，０００

４０，３４５，０００

１０，４２１，０００

１１，２７８，０００

１６，９２５，０００

１３８，３６６，０００

１３８，３６６，０００

３４１，７６７，０００

２９０，６５２，０００

２５，８１１，０００

２１，９９４，０００

３１０，０００

３，０００，０００

０

（２２９，１７２，０００）

３７０，８２８，０００

３８，５３９，２２２，０００

７，１２３，５６２，０００
６，３１０，９３８，０００
１３，４３４，５００，０００

科 目

光熱水費

補助費

広告費

減価償却額

修繕費

除却費

保険料

業務委託費

賃借料

租税公課

諸会費

支払手数料・報酬

渉外費

会議・会合費

雑費

借入金等利息

借入金利息

資産処分差額

建物処分差額

構築物処分差額

教育研究用機器備品処

分差額

その他の機器備品処分

差額

図書処分差額

徴収不能額

予備費

消費支出の部合計

当年度消費支出超過額
前年度繰越消費支出超過額
翌年度繰越消費支出超過額

差 異

△ ２０９，０５９，６５０

△ １５４，７９８，６５０

△ １４，６５０，０００

△ ４，６０５，５００

△ ３４，５３５，５００

△ ４７０，０００

△ ６５０，７０８，６７７

△ ６４７，１５８，０００

４８５，０００

７４４，４００

△ ２，６１７，３７７

△ ２，１６２，７００

△ ２８０，８８２，２９４

△ ２０７，１０６，３２４

△ ７３，７７５，９７０

１４９，３７９，９５９

１５４，６９７，５７１

△ ５，３１７，６１２

△ ７５，８０４，９０９

８，２１８，６６０

△ ２８，５２３，０７９

７，７７３，４３２

△ ６，６９４，３５４

△ ２８６，０２７

△ １８５，８２４

決 算

３２，８１０，６２８，６５０

２４，３０１，０６５，６５０

２，６２０，９４０，０００

８１０，７０８，５００

４，９７０，２９４，５００

１０７，６２０，０００

３，１１３，４２６，６７７

３，０８０，６４８，０００

９８６，０００

１４，１５８，６００

８，５０２，３７７

９，１３１，７００

８４５，０８２，２９４

６４９，３０６，３２４

１９５，７７５，９７０

３，９０２，８１２，０４１

３，３４７，４００，４２９

５５５，４１１，６１２

１，１８０，８８４，９０９

５４，４４５，３４０

３４，４７６，０７９

３４９，６７５，５６８

８，９９６，３５４

１，２８６，０２７

４２７，８２４

予 算

３２，６０１，５６９，０００

２４，１４６，２６７，０００

２，６０６，２９０，０００

８０６，１０３，０００

４，９３５，７５９．０００

１０７，１５０，０００

２，４６２，７１８，０００

２，４３３，４９０，０００

１，４７１，０００

１４，９０３，０００

５，８８５，０００

６，９６９，０００

５６４，２００，０００

４４２，２００，０００

１２２，０００，０００

４，０５２，１９２，０００

３，５０２，０９８，０００

５５０，０９４，０００

１，１０５，０８０，０００

６２，６６４，０００

５，９５３，０００

３５７，４４９，０００

２，３０２，０００

１，０００，０００

２４２，０００

科 目

学生生徒等納付金

授業料

入学金

実験・実習料

教育充実費

施設費

手数料

入学検定料

試験料

証明手数料

大学入試センター試験

実施手数料

その他の手数料

寄付金

特別寄付金

現物寄付金

補助金

国庫補助金

地方公共団体補助金

資産運用収入

退職給与引当特定資産

運用収入

関西大学退職年金引当

特定資産運用収入

減価償却引当特定資産

運用収入

キャンパス整備資金引

当特定資産運用収入

情報基盤等整備資金引

当特定資産運用収入

工学部設備整備資金引

当特定資産運用収入

差 異

△ ２６６，０９６

△ １３，２７３，１４８

３８，４４７，０８４

１７４，０００

△ １０７，５９５

△ １，２２５，２０４

△ １，７０９，５８８

△ ３３，０２４，１１７

△ ４５，１２３，０５３

０

０

△ ６７，６４４，４０９

６，５３４，０９７

２，０１７，９７６

△ ７６，１９６，４８２

△ ３８４，５５９，０８４

△ ２４７，１８１，９６０

△ １３７，３７７，１２４

△１，５１９，２７９，０６４

△ ３０６，１１３，４５６

△１，８２５，３９２，５２０

決 算

５６６，０９６

２３，２７３，１４８

４１４，４６０，９１６

０

３２９，５９５

２，４２５，２０４

２，７０９，５８８

１３２，８３５，１１７

１５４，９７８，０５３

４，６８９，０００

４，６８９，０００

７４１，２６７，４０９

３９６，７７５，９０３

８，１１５，０２４

３３６，３７６，４８２

１，２６２，１０７，０８４

１，０１０，５３３，９６０

２５１，５７３，１２４

４３，８６０，８９８，０６４

△１０，６１９，８４５，５４４

３３，２４１，０５２，５２０

予 算

３００，０００

１０，０００，０００

４５２，９０８，０００

１７４，０００

２２２，０００

１，２００，０００

１，０００，０００

９９，８１１，０００

１０９，８５５，０００

４，６８９，０００

４，６８９，０００

６７３，６２３，０００

４０３，３１０，０００

１０，１３３，０００

２６０，１８０，０００

８７７，５４８，０００

７６３，３５２，０００

１１４，１９６，０００

４２，３４１，６１９，０００

△１０，９２５，９５９，０００

３１，４１５，６６０，０００

科 目

高中施設整備資金引当

特定資産運用収入

高槻新キャンパス整備

資金引当特定資産運用

収入

第３号基本金引当特定

資産運用収入

未使用基金果実引当特

定預金運用収入

総合情報学部Ｅ棟／教

室棟借入返済資金特定

預金運用収入

危機対応資金引当特定

預金運用収入

ＩＴ化推進引当特定資

産運用収入

受取利息・配当金

施設設備利用料

資産売却差額

有価証券売却差額

事業収入

補助活動収入

附属事業収入

受託事業収入

雑収入

私学退職金財団交付金

雑収入

帰属収入合計

基本金組入額合計

消費収入の部合計

平成１９年４月１日から平成２０年３月３１日まで （単位 円）

消費収入の部

資資金金収収支支計計算算書書
３

収
支
計
算
書

「「
財財
産産
目目
録録
」」
はは

本本
学学
ウウ
ェェ
ブブ
ササ
イイ
トト
でで

消消費費収収支支計計算算書書

貸貸 借借 対対 照照 表表
（６）平成２０年（２００８年）７月１１日第 ３５５ 号（７）



その他�
（6.5％）�
93,159円�

一人当たり支出計�

1,598,398円�

人件費�
（41.2％）�
658,540円�

教育研究�
経　　費�
（32.1％）�
513,086円�

管理経費�
（4.0％）�
63,936円�

その他�
（1.0％）�
15,984円�

基本金�
組入額�
（21.7％）�
346,852円�

一人当たり収入計�

1,433,222円�

学生生徒等�
納　付　金�
（74.8％）�
1,072,050円�

手数料�
（7.1％）�
101,759円�

補助金�
（8.9％）�
127,557円�

資産運用�
収　　入�
（2.7％）�
38,697円�

収支差額�
△165,176円�

４４

学
校
法
人 

関
西
大
学 

平
成
19
年
度
決
算
に
つ
い
て�

関
西
大
学
北
陽
高
等
学
校
の
誕
生�

「
資
金
収
支
計
算
書
」、「
消
費
収
支
計
算
書
」、「
貸

借
対
照
表
」
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

平
成
十
九
年
度
資
金
収
支
決

算
は
、
前
掲
の
「
資
金
収
支
計

算
書
」の
と
お
り
で
す
が
、こ
れ

を
総
括
し
た
も
の
が
�
表
１
�

で
す
。

資
金
収
入
は
、
学
生
生
徒
等

納
付
金
収
入
、
手
数
料
収
入
、

補
助
金
収
入
な
ど
の
法
人
に
帰

属
す
る
収
入
の
ほ
か
、
前
受
金

収
入
な
ど
も
含
め
、
四
百
六
十

九
億
三
千
四
百
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

資
金
支
出
は
、
教
職
員
の
人

件
費
、
教
育
研
究
活
動
お
よ
び

法
人
の
運
営
に
必
要
な
諸
経

費
、
施
設
設
備
費
の
ほ
か
、
借

入
金
返
済
な
ど
の
支
出
を
含

め
、
四
百
九
十
五
億
六
千
三
百

万
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
結

果
、
収
支
差
引
き
二
十
六
億
二

千
九
百
万
円
の
資
金
不
足
と
な

り
、
こ
れ
を
前
年
度
繰
越
支
払

資
金
二
百
二
十
六
億
六
百
万
円

か
ら
補
填
し
た
結
果
、
次
年
度

繰
越
支
払
資
金
は
、
百
九
十
九

億
七
千
七
百
万
円
に
減
少
し
ま

し
た
。

次
に
、
主
な
科
目
に
つ
い
て

説
明
い
た
し
ま
す
。

ア

資
金
収
入

学
生
生
徒
等
納
付
金
収
入
は

三
百
二
十
八
億
千
百
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
授
業
料
、
入
学

金
、
実
験
・
実
習
料
、
教
育
充

実
費
な
ど
が
主
な
収
入
で
す
。

手
数
料
収
入
は
三
十
一
億
千

三
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
入

学
検
定
料
が
主
な
収
入
で
す
。

寄
付
金
収
入
は
六
億
四
千
九

百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
関
西

大
学
創
立
百
二
十
周
年
記
念
事

業
寄
付
金
五
億
五
百
万
円
が
主

な
収
入
で
す
。な
お
、同
寄
付
金

の
募
集
は
、
平
成
十
九
年
度
を

も
っ
て
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

補
助
金
収
入
は
三
十
九
億
三

百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

イ

資
金
支
出

人
件
費
支
出
は
二
百
二
億
九

千
七
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

人
件
費
支
出
の
主
な
も
の
は
、

教
員
人
件
費
、
職
員
人
件
費
、

役
員
報
酬
、退
職
金
な
ど
で
す
。

教
育
研
究
経
費
支
出
は
百
九

億
五
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

各
設
置
学
校
の
教
育
研
究
諸
活

動
に
必
要
な
消
耗
品
費
、
研
究

・
教
育
等
補
助
費
、
奨
学
費
、

光
熱
水
費
、
業
務
委
託
費
、
賃

借
料
な
ど
が
主
な
支
出
で
す
。

管
理
経
費
支
出
は
十
七
億
六

千
五
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

学
生
募
集
経
費
、
各
設
置
学
校

全
般
管
理
に
係
る
経
費
、
法
人

の
運
営
に
必
要
な
諸
経
費
で

す
。施

設
関
係
支
出
は
五
十
七
億

六
千
七
百
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
主
な
明
細
は
、「
２

事
業
の
概
要

�
教
育
研
究
環

境
の
整
備
充
実
関
係
」
に
記
載

し
た
と
お
り
で
す
。

設
備
関
係
支
出
は
二
十
二
億

千
八
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

教
育
研
究
用
機
器
備
品
や
図
書

な
ど
の
購
入
費
で
す
。

平
成
十
九
年
度
消
費
収
支
決

算
は
、
前
掲
の
「
消
費
収
支
計

算
書
」の
と
お
り
で
す
が
、こ
れ

を
総
括
し
た
も
の
が
�
表
２
�

で
す
。

帰
属
収
入
は
、
学
生
生
徒
等

納
付
金
、
手
数
料
、
補
助
金
な

ど
の
法
人
に
帰
属
す
る
負
債
と

な
ら
な
い
収
入
で
、
四
百
三
十

八
億
六
千
百
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
基
本
金
組
入
額

は
、
百
六
億
二
千
万
円
と
な
り

ま
し
た
の
で
、
帰
属
収
入
か
ら

基
本
金
組
入
額
を
控
除
し
た
消

費
支
出
に
充
当
す
る
こ
と
が
で

き
る
消
費
収
入
は
、
三
百
三
十

二
億
四
千
百
万
円
で
、
予
算
に

対
し
十
八
億
二
千
五
百
万
円
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
消
費
支
出
は
、
教
職

員
の
人
件
費
、
教
育
研
究
活
動

お
よ
び
法
人
の
運
営
に
必
要
な

諸
経
費
で
、
三
百
八
十
二
億
九

千
六
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
の

で
、平
成
十
九
年
度
決
算
に
お
け

る
消
費
収
支
の
均
衡
状
況
は
、

五
十
億
五
千
五
百
万
円
の
消
費

支
出
超
過
と
な
り
ま
し
た
。こ
の

結
果
、翌
年
度
繰
越
消
費
収
支
差

額
は
、前
年
度
繰
越
消
費
支
出
超

過
額
が
六
十
三
億
千
百
万
円
で

あ
り
ま
し
た
の
で
、百
十
三
億
六

千
六
百
万
円
を
翌
年
度
繰
越
支

出
超
過
額
と
し
て
計
上
す
る
こ

と
が
確
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
累
積
消
費
支
出

超
過
額
の
ほ
か
に
、
翌
会
計
年

度
以
後
の
会
計
年
度
に
お
い
て

基
本
金
へ
の
組
入
れ
を
行
う
こ

と
と
な
る
金
額
が
五
十
一
億

円
、ま
た
、未
経
過
リ
ー
ス
料
期

末
残
高
が
七
億
二
千
七
百
万
円

あ
り
、こ
の
三
つ
を
あ
わ
せ
た
百

七
十
一
億
九
千
三
百
万
円
が
、

実
質
上
の
繰
越
消
費
支
出
超
過

額
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

次
に
、
消
費
収
支
固
有
の
主

な
科
目
に
つ
い
て
若
干
説
明
し

ま
す
。

帰
属
収
入
の
寄
付
金
に
は
、

資
金
収
入
の
寄
付
金
の
ほ
か
に

現
物
寄
付
金
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
資
産
売
却
差
額
は
、
債
券

等
の
売
却
益
で
す
。

基
本
金
組
入
額
に
つ
い
て
説

明
い
た
し
ま
す
と
、
学
校
法
人

が
教
育
研
究
活
動
を
行
う
た
め

に
は
、
校
地
、
校
舎
、
機
器
備

品
、
図
書
、
現
金
・
預
金
な
ど

の
資
産
を
持
ち
、
こ
れ
を
「
維

持
す
る
」
必
要
が
あ
り
ま
す
。

学
校
会
計
で
は
、
こ
れ
ら
学
校

法
人
の
諸
活
動
に
必
要
な
資
産

を
取
得
す
る
た
め
に
、「
帰
属
収

入
か
ら
充
て
た
金
額
」
を
も
っ

て
、「
維
持
す
べ
き
金
額
」
と

し
、こ
れ
が「
基
本
金
組
入
額
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

消
費
支
出
の
人
件
費
の
退
職

金
に
は
、
退
職
給
与
引
当
金
繰

入
額
や
関
西
大
学
退
職
年
金
引

当
金
繰
入
額
が
計
上
さ
れ
、
教

育
研
究
経
費
お
よ
び
管
理
経
費

に
は
、「
資
金
支
出
」
の
ほ
か
に

減
価
償
却
額
が
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
。
資
産
処
分
差
額
は
、
機

器
備
品
、
図
書
な
ど
の
廃
棄
に

伴
う
除
却
損
で
す
。

（帰属収入）（消費支出＋基本金組入額）

平
成
十
九
年
度
末
（
平
成
二

十
年
三
月
三
十
一
日
）
現
在
の

資
産
、
負
債
、
基
本
金
、
消
費

収
支
差
額
の
財
政
状
態
を
示
し

て
い
ま
す
。

私
立
学
校
振
興
助
成
法
第
十

四
条
第
三
項
に
基
づ
く
監
査
法

人
の
監
査
報
告
書
は
「
監
査
法

人
ト
ー
マ
ツ
」
に
よ
る
「
独
立

監
査
人
の
監
査
報
告
書
」
の
と

お
り
で
す
。
ま
た
、
私
立
学
校

法
第
三
十
七
条
第
三
項
第
三
号

に
基
づ
く
監
事
の
監
査
報
告
書

は
「
監
事
監
査
報
告
書
」
の
と

お
り
で
す
。

�表１� （単位 百万円）

差 異

０

△９７２

８６９

△１，８４１

△１，８４１

�表２� （単位 百万円）

差 異

△１，５１９
△３０６

△１，８２５
２４３

△２，０６８

０

△２，０６８

平成１９年度決算

２２，６０６

４６，９３４

４９，５６３

△２，６２９

１９，９７７

平成１９年度決算

４３，８６１
△１０，６２０

３３，２４１
３８，２９６

△５，０５５

△６，３１１

△１１，３６６

平成１９年度予算

２２，６０６

４５，９６２

５０，４３２

△４，４７０

１８，１３６

平成１９年度予算

４２，３４２
△１０，９２６

３１，４１６
３８，５３９

△７，１２３

△６，３１１

△１３，４３４

科目／予決算

前年度繰越支払資金

資 金 収 入

資 金 支 出

収 支 過 不 足

次年度繰越支払資金

科目／予決算

Ａ 帰 属 収 入
Ｂ 基 本 金 組 入 額

Ｃ 消費収入（Ａ＋Ｂ）
Ｄ 消 費 支 出

当年度消費収支差額
（Ｃ―Ｄ）

前年度繰越消費収支差額

翌年度繰越消費収支差額

当

年

度

平成１９年度 消費収支決算における「学生生徒等一人当たりの支出とこれを賄う収入」

（注）１（消費支出＋基本金組入額）および帰属収入の決算額を、科目ごとにそれぞれ学生数３０，６０３人（大学
院・学部・高校・中学・幼稚園の学費納入者合計）で除して、学生生徒等一人当たりの平均値を示し
たものです。

２「基本金組入額」とは、校地、校舎、機器備品、図書などの取得、あるいは、そのための借入金の返
済、または、将来取得のための積立金などの主として資本的支出に充てる額です。

資
金
収
入
は
四
百
六
十
九
億
円

人
件
費
支
出
は
二
百
三
億
円

収
支
決
算
の
概
要

１

資
金
収
支
決
算

資金収支決算総括表

消費収支決算総括表

２

消
費
収
支
決
算

３

貸
借
対
照
表

４

監
査
報
告
書

（８）平成２０年（２００８年）７月１１日第 ３５５ 号
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本本本本本本本学学学学学学学ががががががが本本本本本本本本本本本本本本学学学学学学学学学学学学学学がががががががががががががが
総総総総総総総総合合合合合合合合優優優優優優優優勝勝勝勝勝勝勝勝総総総総総総総総総総総総総総総総合合合合合合合合合合合合合合合合優優優優優優優優優優優優優優優優勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

関
す
る
二
講
座
、
ア
サ
ー
シ
ョ

ン
（
自
己
表
現
）
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
講
座
と
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
座
を
開
講

し
て
い
ま
す
。

ア
サ
ー
シ
ョ
ン
（
自
己
表

現
）
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
座
で
は

自
分
の
こ
と
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
相
手
の
こ
と
、

両
方
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
基

本
と
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
考

え
、
気
持
ち
を
率
直
に
、
そ
の

場
に
ふ
さ
わ
し
く
表
現
す
る
方

法
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
で
す
。

日

時

九
月
二
十
六
日
か
ら

毎
週
金
曜
日

十
八
時
十
分
〜

十
九
時
四
十
分
（
全
五
回
）

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
講
座
で
は
、
グ
ル
ー

プ
活
動
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
、
中
立
的
な
立
場
か
ら
支

援
を
行
う
技
術
を
学
び
ま
す
。

こ
の
講
座
で
は
、
個
人
だ
け
で

な
く
団
体
、
仲
間
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
活
動
を
進
め
る
こ
と

を
重
視
し
て
い
ま
す
。
司
会
、

進
行
、
ク
ラ
ブ
の
ま
と
め
役
等

を
任
さ
れ
て
い
る
人
や
興
味
の

あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

日

時

十
月
九
日
か
ら
毎
週

木
曜
日

十
八
時
十
分
〜
十
九

時
四
十
分
（
全
三
回
）

◇

両
講
座
は
理
論
を
学
ぶ
と
と

も
に
、
実
践
を
通
し
て
技
術
を

身
に
つ
け
る
体
験
型
の
講
座
に

な
っ
て
い
ま
す
。
楽
し
く
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
を
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
？

両
講
座
と
も
受
講
料
は
無
料

で
、
定
員
二
十
人
で
す
。
申
し

込
み
の
日
程
は
、
ポ
ス
タ
ー
や

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
で
周
知
し
ま

す
。

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事

務
室
）

６６月月１１９９日日かからら２２１１日日のの間間、、千千里里山山キキャャンンパパスス
ほほかかでで開開催催さされれたた総総合合関関関関戦戦ににおおいいてて、、本本学学
がが２２００勝勝１１２２敗敗４４分分でで、、総総合合優優勝勝をを飾飾っったた。。通通算算
成成績績はは１１６６勝勝１１４４敗敗。。
今大会は前哨戦で７勝８敗と負け数が先行

するという苦しいスタートであったが、初日
に野球、サッカー、バスケットボールで逆
転。２日目以降もアイスホッケー、ハンドボ
ール、レスリングなどが圧倒的な強さを見せ
た。３日目の９勝３敗２分は、ここ数年では
驚異的な数字であった。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
学

生
ス
タ
ッ
フ
は
、
市
民
団
体
で

あ
る
「
淀
川
掃
除
に
学
ぶ
会
」

の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
、
淀
川

河
川
公
園
を
掃
除
し
て
い
ま

す
。
時
に
は
、
冷
蔵
庫
や
車
の

タ
イ
ヤ
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
な

ど
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て

ゴ
ミ
を
運
び
出
す
こ
と
も
楽
し

い
体
験
で
す
。
み
な
さ
ん
も
長

靴
を
履
い
て
川
辺
で
童
心
に
返

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

ゴ
ミ
拾
い
と
聞
く
と
少
し
抵

抗
が
あ
る
も
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
休
日
の
朝
に
さ
わ
や
か

な
時
間
を
と
も
に
過
ご
し
ま
し

ょ
う
。

日

時

毎
月
第
一
日
曜
日

九
時
〜
十
一
時

場

所

淀
川
河
川
公
園

持
ち
物

軍
手
、
タ
オ
ル
、
長

靴申
し
込
み

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ

ョ
ン
シ
ス
テ
ム
で
募
集
し
ま
す

の
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
窓
口
（
�
風
館
一
階
）
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事

務
室
）

地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
た
め
に

社
会
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
本

学
で
は
前
号
（
第
三
百
五
十
四

号
）で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、温

室
効
果
ガ
ス
（
二
酸
化
炭
素

等
）の
排
出
量
を
減
ら
そ
う
と
、

大
学
自
体
を
Ｅ
Ｃ
Ｏ
キ
ャ
ン
パ

ス
と
位
置
づ
け
、
地
球
環
境
負

荷
の
低
減
に
貢
献
で
き
る
キ
ャ

ン
パ
ス
を
め
ざ
し
て
い
る
。

ま
た
環
境
基
本
法
で
は
毎
年

六
月
を「
環
境
月
間
」
と
し
、
家

庭
で
で
き
る
地
球
温
暖
化
対
策

を
広
報
し
て
い
る
が
、
学
生
と

教
職
員
が
大
学
で
行
え
る
こ
と

は
何
か
、
昨
年
の
結
果
か
ら
今

後
の
注
意
点
を
紹
介
し
た
い
。

平
成
十
九
年
度
の
大
学
全
体

の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
は
二

万
五
千
七
百
二
十
一
�
。
前
年

度
と
比
較
し
て
二
百
五
十
七
�

（
一
・
〇
〇
％
）
を
削
減
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
削
減
の
要
因

は
、
�
冷
房
時
は
二
十
八
℃
、

暖
房
時
は
二
十
℃
に
温
度
設
定

し
、
構
成
員
に
対
し
て
夏
季
に

は
ク
ー
ル
ビ
ズ
、
冬
季
に
は
ウ

ォ
ー
ム
ビ
ズ
を
導
入
し
た
こ

と
、
�
冷
暖
房
時
の
窓
、
扉
の

常
時
開
放
を
禁
止
し
た
こ
と
、

�
不
要
照
明
の
消
灯
を
励
行
し

た
こ
と
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る

が
、
日
本
政
府
が
京
都
議
定
書

で
目
標
に
掲
げ
た
、「
温
室
効
果

ガ
ス
六
％
削
減
」
に
対
し
て
、

社
会
全
体
の
意
識
が
向
上
し
た

こ
と
も
要
因
に
挙
げ
ら
れ
る
だ

ろ
う
。
五
月
に
開
催
さ
れ
た
主

要
国
（
Ｇ
８
）
環
境
相
会
合
に

お
い
て
も
地
球
温
暖
化
問
題
が

大
き
な
話
題
と
な
り
、
七
月
七

日
か
ら
行
わ
れ
た
北
海
道
洞
爺

湖
サ
ミ
ッ
ト
で
も
議
論
が
沸
騰

し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

今
年
も
六
月
一
日
か
ら
ク
ー

ル
ビ
ズ
が
始
ま
り
、
各
事
務
室

で
は
涼
し
げ
な
服
装
で
の
執
務

風
景
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
。
ま

た
、
六
月
二
十
一
日
と
七
月
七

日
の
両
日
、
環
境
省
の
呼
び
か

け
に
賛
同
し
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

施
設
や
職
場
な
ど
で
夜
間
一
時

消
灯
を
行
う
「
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し

た
。
学
生
諸
君
も
日
本
社
会
全

体
の
取
り
組
み
を
理
解
し
て
、

教
室
内
で
は
冷
房
温
度
や
冷
房

時
の
窓
、
扉
の
開
放
、
ま
た
カ

ー
テ
ン
を
利
用
し
て
直
射
日
光

を
遮
る
な
ど
注
意
を
向
け
て
ほ

し
い
。
関
西
大
学
が
「
環
境
問

題
に
強
い
大
学
」
と
し
て
、
社

会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
力
添
え

を
お
願
い
し
た
い
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
国
の

基
幹
的
な
研
究
費
で
あ
る
科
学

研
究
費
補
助
金
に
よ
る
最
先
端

の
研
究
の
成
果
を
、
小
学
五
・

六
年
生
お
よ
び
中
高
校
生
を
対

象
に
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
、

「
見
る
」「
聞
く
」「
触
れ
る
」

こ
と
で
、
学
術
と
日
常
の
関
わ

り
や
科
学
（
学
術
）
が
も
つ
意

味
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
機

会
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
学
で
は
、
独
立
行
政
法
人
日

本
学
術
振
興
会
か
ら
採
択
を
受

け
た
次
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施

さ
れ
る
。

日

時

七
月
二
十
日
（
日
）

十
一
時
〜

場

所

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

第
一
学
舎
四
号
館
Ｄ
三
〇
二

教
室「

歴
史
地
図
を
作
っ
て
変
化

を
学
ぼ
う
―
中
世
の
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
と
フ
ラ
ン
ス
―
」（
朝
治
啓

三
文
学
部
教
授
）
高
校
生
対
象

歴
史
上
の
事
件
を
取
り
上
げ

て
、
そ
れ
が
歴
史
地
図
の
上
に

ど
の
よ
う
に
現
れ
る
か
を
、
自

分
で
地
図
を
作
成
す
る
こ
と
を

通
し
て
学
ぶ
も
の
。

◇

な
お
、
本
年
度
は
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
ほ
か
に
、
十
二
月
二

十
日（
土
）高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
に

お
い
て
、小
学
五
・
六
年
生
を
対

象
に「
世
界
を
知
ろ
う
�

つ
な

が
る
世
界
へ
飛
び
立
と
う
�
」

（
久
保
田
賢
一
総
合
情
報
学
部
教

授
）の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

詳
細
は
、日
本
学
術
振
興
会
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト（h

ttp���w
w
w
.

jsps.go.jp�h
iram

ek
i

�in
dex.htm

l

）
に
て
公
開

し
て
い
る
。
（
研
究
支
援
課
）

○
空
手
道
部

六
月
八
日
、
天
理
大
学
で
行

わ
れ
た
第
五
十
二
回
全
日
本
学

生
空
手
道
選
手
権
大
会
に
お
い

て
、
梶
川
凛
美
さ
ん
（
文
一
）

が
、
女
子
個
人
形
の
部
で
優
勝

し
た
。
本
大
会
に
お
け
る
形
の

部
で
の
優
勝
は
、
空
手
道
部
初

の
快
挙
で
、こ
の
結
果
、七
月
十

一
日
か
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
行
わ

れ
る
第
六
回
世
界
大
学
空
手
道

選
手
権
大
会
�
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｕ
（
国

際
大
学
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
）公
認
�

に
日
本
代
表
と
し
て
出
場
す
る

こ
と
が
決
定
し
た
。

○
野
球
部

主
将
の
田
辺
真
悟
さ
ん
（
商

四
）
が
、
第
二
十
四
回
ハ
ー
レ

ム
国
際
大
会
の
日
本
代
表
に
選

出
さ
れ
た
。
田
辺
さ
ん
は
関
西

学
生
リ
ー
グ
で
強
肩
強
打
の
捕

手
と
し
て
活
躍
、
ま
た
キ
ャ
プ

テ
ン
と
し
て
チ
ー
ム
を
牽
引
し

て
き
た
。
な
お
、
同
大
会
は
七

月
四
日
に
開
幕
す
る
。

○
レ
ス
リ
ン
グ
部

四
月
二
十
六
日
・
二
十
七
日

に
横
浜
文
化
体
育
館
で
行
わ
れ

た
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権

大
会
で
、
梶
本
千
晶
さ
ん
（
文

二
）
が
女
子
六
十
七
�
級
で
準

優
勝
し
た
。
梶
本
さ
ん
は
昨
年

か
ら
の
実
績
に
よ
り
、
七
月
六

日
か
ら
ギ
リ
シ
ャ
で
行
わ
れ
て

い
る
第
八
回
世
界
大
学
選
手
権

大
会
に
、
日
本
代
表
と
し
て
派

遣
さ
れ
た
。
レ
ス
リ
ン
グ
部
で

は
、
初
め
て
の
出
場
と
な
る
。

○
テ
ニ
ス
部

靭
テ
ニ
ス
セ
ン
タ
ー
等
で
開

催
さ
れ
た
関
西
学
生
春
季
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
で
、
�
田
圭
佑
さ
ん

（
商
三
）
・
野
口
政
勝
さ
ん
（
経

一
）
が
、
男
子
ダ
ブ
ル
ス
で
優

勝
、
三
十
三
年
ぶ
り
に
関
西
制

覇
を
成
し
遂
げ
た
。
八
月
末
に

行
わ
れ
る
全
日
本
学
生
選
手
権

で
も
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

○
馬
術
部

六
月
十
四
日
・
十
五
日
に
兵

庫
県
三
木
ホ
ー
ス
ラ
ン
ド
パ
ー

ク
で
行
わ
れ
た
関
西
学
生
総
合

大
会
に
お
い
て
、
総
合
馬
術
団

体
で
優
勝
を
収
め
た
。

○
陸
上
競
技
部

五
月
十
八
日
に
長
居
陸
上
競

技
場
で
行
わ
れ
た
関
西
学
生
対

抗
選
手
権
最
終
日
で
、
山
根
愛

以
さ
ん
（
社
二
）
が
、
女
子
三

段
跳
で
優
勝
し
た
。

本
学
に
お
け
る
研
究
活
動
を

産
業
界
に
紹
介
し
、
新
産
業
創

出
な
ど
科
学
技
術
の
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
、
な
ら
び
に
大
学

と
会
員
企
業
の
発
展
向
上
を
目

的
と
し
て
活
動
し
て
い
る
関
西

大
学
科
学
技
術
振
興
会
（
寺
内

俊
太
郎
会
長
）
で
は
、
会
員
企

業
お
よ
び
学
内
研
究
員
の
優
れ

た
研
究
活
動
の
成
果
や
顕
著
な

功
績
が
認
め
ら
れ
る
産
学
連
携

活
動
と
、
知
的
財
産
の
創
造
、

活
用
に
対
す
る
表
彰
制
度
を
設

け
て
い
る
。

平
成
十
九
年
度
に
推
薦
依
頼

お
よ
び
募
集
し
た
次
の
各
賞
に

つ
い
て
、
五
月
十
七
日
の
本
年

度
総
会
に
お
い
て
発
表
、
表
彰

し
た
。

五
回
目
と
な
る
「
学
の
実
化

賞
」
は
、
山
本
秀
樹
環
境
都
市

工
学
部
教
授
の
「
血
液
粘
度
測

定
装
置
の
開
発
」
に
係
る
実
績

お
よ
び
産
学
連
携
活
動
へ
の
先

駆
的
な
取
り
組
み
が
評
価
さ

れ
、
表
彰
状
と
賞
金
百
万
円
が

贈
呈
さ
れ
た
。
「
研
究
奨
励

賞
」
は
四
件
、
大
学
院
工
学
研

究
科
の
学
生
に
対
す
る
研
究
活

動
お
よ
び
産
学
連
携
活
動
が
評

価
さ
れ
、
各
々
に
表
彰
状
と
賞

金
五
万
円
が
贈
呈
さ
れ
た
。
さ

ら
に
、「
産
学
連
携
賞
」は
一
件
、

共
同
研
究
に
係
る
実
績
に
対

し
、産
学
連
携
活
動
の
具
現
化
で

あ
る
と
評
価
さ
れ
、表
彰
状
、
北

斗
七
星
の
盾
が
贈
呈
さ
れ
た
。

「
技
術
開
発
賞
」
は
二
件
、

技
術
開
発
に
係
る
実
績
が
優
れ

た
成
果
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
に
表
彰
状
、
八
稜
鏡

の
盾
が
贈
呈
さ
れ
た
。

表
彰
の
各
位
に
対
し
て
、
研

究
・
技
術
開
発
へ
の
今
後
ま
す

ま
す
の
活
躍
と
発
展
を
祈
念
し

た
い
。
各
賞
の
詳
細
は
、
関
西

大
学
科
学
技
術
振
興
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（h

ttp���w
w
w
.

k
an
sai�
u.ac.jp�ordi

st�sin
k
ok
ai�in

d
ex.

h
tm
l

）
に
掲
載
し
て
い
る
。

（
先
端
科
学
技
術
推
進
機
構
）

見事な演技で優勝し
た梶川さん

前哨戦
×
○
○
○
×
×
△
×

１日目（６月１９日）
×
―
○

２日目（６月２０日）
○

３日目（６月２１日）
―
×
○
○
―
○
○
○

陸上競技
重量挙
弓道
ヨット
ソフトテニス
ゴルフ
バドミントン
ラグビー

バレーボール男子
少林寺拳法（演武）
サッカー

アイスホッケー

合気道（演武）
相撲
空手道
準硬式野球
古武道（演武）
フェンシング
レスリング
剣道

×
×
○
○
○
×
○
×

△
○
○

―

△
○
×
×
○
―
△
○
○

スキー競技
航空
ボクシング
アイススケート
自動車
水上競技
馬術
アメリカンフットボール

卓球
硬式野球
バスケットボール男女

ラクロス男女（公開競技）

テニス
射撃
漕艇
陸上ホッケー
ハンドボール男女
なぎなた（演武）
器械体操
アーチェリー
拳法

学生、教職員一体となって

勝敗表

学
の
実
化
賞
、研
究
奨
励
賞
等
表
彰

�
�
関
西
大
学
科
学
技
術
振
興
会

第３１回総合関関戦

２２００勝勝１１２２敗敗４４分分

〜
よ
う
こ
そ

大
学
の
研
究
室
へ
〜

「
ひ
ら
め
き
☆
と
き
め
き
サ
イ
エ
ン
ス

Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｈ
Ｉ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

レスリング部・梶本さん

空手道部・梶川さん
野球部・田辺さん

世界大会に出場

ア
サ
ー
シ
ョ
ン
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
講
座
で

日
常
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
見
直
し
ま
せ
ん
か
？

淀淀淀淀淀淀淀淀淀淀淀淀淀淀
川川川川川川川川川川川川川川
掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃
除除除除除除除除除除除除除除
ボボボボボボボボボボボボボボ
ララララララララララララララ
ンンンンンンンンンンンンンン
テテテテテテテテテテテテテテ
ィィィィィィィィィィィィィィ
アアアアアアアアアアアアアア
にににににににににににににに

参参参参参参参参参参参参参参
加加加加加加加加加加加加加加
しししししししししししししし
てててててててててててててて
みみみみみみみみみみみみみみ
まままままままままままままま
せせせせせせせせせせせせせせ
んんんんんんんんんんんんんん
かかかかかかかかかかかかかか
？？？？？？？？？？？？？？

（１０）平成２０年（２００８年）７月１１日第 ３５５ 号
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図書館の

吹吹吹吹吹吹吹吹
田田田田田田田田
市市市市市市市市
民民民民民民民民
講講講講講講講講
座座座座座座座座
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後後後後後後後後
期期期期期期期期
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吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹
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民民民民民民民民民民民民民民民民
講講講講講講講講講講講講講講講講
座座座座座座座座座座座座座座座座
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博博博博博博博博
物物物物物物物物
館館館館館館館館
なななななななな
んんんんんんんん
でででででででで
もももももももも
相相相相相相相相
談談談談談談談談
会会会会会会会会

博博博博博博博博
物物物物物物物物
館館館館館館館館
なななななななな
んんんんんんんん
でででででででで
もももももももも
相相相相相相相相
談談談談談談談談
会会会会会会会会

博博博博博博博博博博博博博博博博
物物物物物物物物物物物物物物物物
館館館館館館館館館館館館館館館館
なななななななななななななななな
んんんんんんんんんんんんんんんん
でででででででででででででででで
もももももももももももももももも
相相相相相相相相相相相相相相相相
談談談談談談談談談談談談談談談談
会会会会会会会会会会会会会会会会

新刊の新刊の�新刊の�

エクステンション・リードセンターでは「夏期集中講座」
と「後期開講講座」の受講申込を受け付けています。
各講座・コースとも、定員になり次第締め切りますので、

早めに申し込んでください。

■
情
報
処
理
講
座

パ
ソ
コ
ン
検
定
４
級
・
３
級

Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
パ
ー
フ
ェ
ク
ト

■
司
法
講
座

法
科
大
学
院
入
試
対
策

実
践
答
案
練
習

■
公
務
員
講
座

教
養
対
策

教
養
１
ｓ
ｔ

文
章
理
解
・
資
料
解
釈
対
策

国
�
・
地
方
上
級
対
策

数
的
処
理

専
門
得
点
ア

ッ
プ
１

国
�
対
策

刑
法

心
理
職
対
策

上
級

■
社
会
保
険
労
務
士
講
座

■
会
計
職
講
座
群

簿
記
検
定

３
級
対
策

２
級
対
策

公
認
会
計
士
入
門

税
理
士

簿
記
論
、
財
務
諸
表
論

簿
財
パ
ッ
ク

■
マ
ス
コ
ミ
試
験
対
策
講
座

（
実
力
養
成
期
〜
）

■
英
語
講
座

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
�

テ
ス
ト
対
策

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
�

テ
ス
ト
対
策

■
色
彩
検
定
講
座

１
級
対
策

関
西
大
学
博
物
館
で
は
、
八
月
一

日
（
金
）
と
二
日
（
土
）
の
十
時
か

ら
十
六
時
の
間
、「
博
物
館
な
ん
で
も

相
談
会
」を
開
催
す
る
。

捕
虫
網
と
虫
か
ご
を
も
っ
て
千
里

山
キ
ャ
ン
パ
ス
内
を
探
検
し
た
り
、

川
原
石
に
絵
を
描
い
た
り
と
、
博
物

館
を
会
場
に
体
験
を
重
視
し
た
イ
ベ

ン
ト
を
行
う
。

八
月
二
日
（
土
）
十
四
時
か
ら
は

拍
子
木
の
音
も
高
ら
か
に
、
昭
和
の

気
配
が
色
濃
く
漂
う
街
か
ど
の
「
紙

芝
居
」
が
始
ま
る
。
主
な
対
象
は
、

近
隣
の
小
中
学
生
と
な
る
が
、
童
心

に
か
え
っ
て
ぜ
ひ
参
加
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
恒
例
と
な
っ
た
「
相
談

会
」
で
は
、
歴
史
や
民
俗
、
自
然
史

な
ど
の
分
野
で
、持
ち
込
ま
れ
た
「
お

宝
」
の
鑑
定
や
、
夏
休
み
の
自
由
研

究
、
子
ど
も
た
ち
の
疑
問
に
、
本
学

の
教
員
・
大
学
院
生
な
ど
が
相
談
ス

タ
ッ
フ
と
な
っ
て
応
じ
る
。

問
い
合
わ
せ
は
、
博
物
館
事
務
室

（
�
０６
―

６
３
６
８
―

１
１
７
１
）
ま

で
。

（
博
物
館
）

本
学
と
吹
田
市
教
育
委
員
会

は
、「
関
西
大
学
吹
田
市
民
講

座
」（
後
期
講
座
）
を
四
コ
ー
ス

二
十
テ
ー
マ
で
共
催
し
ま
す
。

会
場
は
、金
曜
日
は
南
千
里
の

千
里
市
民
セ
ン
タ
ー
。土
曜
日
は

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
第
三
学
舎

四
三
〇
二
教
室
。
広
く
一
般
社

会
人
の
受
講
を
歓
迎
し
ま
す
。

�
経
済
・
商
学
�

▼
世
界
経
済
と
日
本

九
月
二
十
六
日
〜
十
月
二
十
四

日
の
毎
金
曜
日
（
い
ず
れ
も
十

時
四
十
分
〜
十
二
時
十
分
）

�
法
律
・
政
治
�

▼
社
会
の
変
化
と
法

変
わ
り
ゆ
く
も
の
、
変
わ
ら
ざ

る
も
の

九
月
二
十
六
日
〜
十
月
二
十
四

日
の
毎
金
曜
日
（
い
ず
れ
も
十

三
時
〜
十
四
時
三
十
分
）

�
工
学
�

▼
二
十
一
世
紀
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
環
境
問
題

九
月
二
十
七
日
〜
十
月
二
十
五

日
の
毎
土
曜
日
（
い
ず
れ
も
十

時
四
十
分
〜
十
二
時
十
分
）

�
総
合
�

▼
国
際
化
を
再
考
す
る

九
月
二
十
七
日
〜
十
月
二
十
五

日
の
毎
土
曜
日
（
い
ず
れ
も
十

三
時
〜
十
四
時
三
十
分
）

申
込
受
付
は
九
月
一
日
か
ら

で
す
。
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会

連
携
セ
ン
タ
ー
事
務
室
（
�
０６

―

６
３
６
８
―

０
６
５
５
）ま
で
。

�
Ｕ
Ｒ
Ｌ
�

h
ttp���w

w
w
.k
an

sai�
u
.ac.jp�ren

k
e

i�k
ok
aik
oza�k

ok
ai

k
oza.h
tm
l

（
社
会
連
携
セ
ン
タ
ー
事
務
室
）

経
済
・
政
治
研
究
所

公
開
講
座
を
開
講

今
回
は
、
政
策
グ
リ
ッ
ド
コ

ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
実
験
セ
ン

タ
ー
が
現
在
研
究
を
進
め
て
い

る
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
た

社
会
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

る
政
策
立
案
支
援
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
実
例
を
交
え
て
紹
介
し

ま
す
。

日

時

七
月
十
六
日
（
水
）

十
五
時
〜
十
六
時
三
十
分

場

所

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

児
島
惟
謙
館
二
階
第
二
会
議
室

（
先
着
五
十
人
）、
高
槻
キ
ャ
ン

パ
ス
大
学
院
棟
Ｔ
Ｄ
一
〇
六
教

室（
映
像
中
継
）

講

師

村
田

忠
彦
（
政
策

グ
リ
ッ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン

グ
実
験
セ
ン
タ
ー
長
・
総
合
情

報
学
部
准
教
授
）

テ
ー
マ

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用

い
た
政
策
立
案
支
援
シ
ス
テ
ム

問
い
合
わ
せ
先

研
究
所
事
務

室（
�
０６
―

６
３
６
８
―

１
１
７

９
）
（
経
済
・
政
治
研
究
所
）

本
学
に
は
現
在
、
二
百
万

余
点
も
の
資
料
が
所
蔵
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
国
内
外

で
刊
行
さ
れ
る
膨
大
な
資
料

を
全
て
収
集
す
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
図

書
館
間
で
は
、
自
館
で
所
蔵

し
て
い
な
い
資
料
を
他
館
と

の
協
力
に
よ
り
、
利
用
者
に

提
供
で
き
る
よ
う
図
書
館
間

相
互
利
用
制
度
を
設
け
て
い

る
。
求
め
る
資
料
が
本
学
に

な
い
場
合
で
も
、
こ
の
制
度

を
利
用
し
て
他
の
図
書
館
の

蔵
書
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。

求
め
る
資
料
を
探
す
と

き
、
み
な
さ
ん
は
蔵
書
検
索

シ
ス
テ
ム
（
Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｌ
Ａ
）

を
利
用
し
て
本
学
図
書
館
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
か
調
べ
る

だ
ろ
う
。
検
索
の
結

果
、
所
蔵
が
な
い
こ

と
が
わ
か
っ
た
ら
、

他
大
学
等
の
所
蔵
を

確
認
し
て
み
よ
う
。

検
索
結
果
画
面
の
下

部
に
あ
る
「
Ｎ
Ｉ
Ｉ

を
検
索
」
ボ
タ
ン
を

ク
リ
ッ
ク
す
れ
ば
、

Ｎ
Ｉ
Ｉ
（
国
立
情
報

学
研
究
所
）
が
提
供

す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
検
索
結
果
が
表
示
さ
れ

る
。こ
こ
で
所
蔵
先
が
わ
か
っ

た
ら
、レ
フ
ァ
レ
ン
ス
カ
ウ
ン

タ
ー
に
申
し
出
て
み
よ
う
。

他
の
図
書
館
所
蔵
資
料
の

利
用
法
と
し
て
は
、
�
直
接

訪
問
し
て
の
利
用
、
�
複
写

物
等
の
取
り
寄
せ
が
あ
る
。

い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
レ
フ

ァ
レ
ン
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
で

は
、
現
物
や
利
用
条
件
等
に

つ
い
て
、
相
手
先
と
連
絡
・

調
整
を
行
っ
て
い
る
。

直
接
訪
問
し
て
、
閲
覧
・

複
写
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
場

合
、
公
共
図
書
館
を
除
く
ほ

と
ん
ど
の
機
関
で
は
図
書
館

発
行
の
紹
介
状
が
必
要
で
あ

る
。
そ
の
場
合
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
カ
ウ
ン
タ
ー
備
え
付
け
の

「
紹
介
状
作
成
申
込
書
」
に

て
申
し
込
も
う
。

資
料
の
所
蔵
館
が
最
寄
り

に
な
い
場
合
や
、
直
接
出
向

け
な
い
場
合
に
は
、
複
写
物

や
資
料
の
現
物
（
雑
誌
を
除

く
）
を
取
り
寄
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
場
合
は
「
相

互
利
用
申
込
書
」
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
申
し
込
も

う
。た
だ
し
、複
写
の
場
合
の

制
限
事
項
、
有
料
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
入
手
に
要
す
る
日

数
な
ど
に
注
意
さ
れ
た
い
。

図
書
館
を
よ
り
積
極
的
に

活
用
す
る
に
は
、
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
を
有
効
に

利
用
す
る
の
が
一
番
で
あ

る
。
た
と
え
求
め
る
資
料
の

所
在
が
わ
か
ら
な
く
と
も
、

自
ら
検
索
し
た
結
果
を
も
っ

て
相
談
す
れ
ば
、
図
書
館
は

き
っ
と
み
な
さ
ん
の
期
待
に

応
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

（
図
書
館
）

森田真広（２００７年度相談会スタッフ）
昨年、私はスタッフとして「なんでも相談会」に初

めて参加しました。私の担当は「石とにらめっこ」
で、石に顔などの絵を描いて作品を完成させる企画で
した。最初、私は次から次へと来る子供たちの多さに
驚かされました。しかも、ほとんどの子供たちが「で
きない～」と言って、私たちスタッフに頼りきってしま
うのです。本当に猫の手も借りたいくらいの忙しさで
したが、しだいに作業に慣れてくると余裕がでてきま
す。そこからは子供たちと楽しくコミュニケーション
をとりながら作業することができました。子供たちが
嬉しそうに自分の作品を持って帰る姿を見て、これか
らもこの「なんでも相談会」が、夏休みの良い思い出に
なっていけばと思いました。（大学院文学研究科Ｍ２）

こ
の
度
、
三
研
究
所
（
東
西

学
術
研
究
所
、
経
済
・
政
治
研

究
所
、
法
学
研
究
所
）
合
同

で
、「
ア
ジ
ア
が
結
ぶ
東
西
世

界
」
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
す
る
。
こ
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
、
三
研
究
所
の
視
点

か
ら
、
東
ア
ジ
ア
か
ら
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
至
る
東
西
世
界
の
交
流

の
歴
史
に
お
い
て
、
ア
ジ
ア
、

と
り
わ
け
中
央
ア
ジ
ア

や
環
イ
ン
ド
洋
世
界

が
、
交
流
の
担
い
手
と

し
て
、
あ
る
い
は
交
流

の
舞
台
と
し
て
ど
の
よ

う
な
役
割
を
果
た
し
て

き
た
の
か
、
最
新
の
研

究
を
も
と
に
振
り
返

る
。

日

時

九
月
二
十
七

日
（
土
）
十
時
三
十
分

〜
十
八
時

場

所

千
里
山
キ
ャ

ン
パ
ス

第
一
学
舎
五

号
館

Ｅ
六
〇
三
教
室

※
申
し
込
み
不
要
。
問

い
合
わ
せ
は
、
研
究
所

事
務
室
（
�
０６
―

６
３
６

８
―

１
１
７
９
）
ま

で
。（

研
究
所
事
務
室
）

東
京
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

「
近
代
と
の
出
会
い
―
風
景
か

ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
―
」
を
テ
ー

マ
に
公
開
講
座
を
開
催
す
る
。

日

時

十
月
の
毎
土
曜
日
、

十
五
時
〜
十
八
時

場

所

関
西
大
学
東
京
セ
ン

タ
ー

受
講
料

五
千
円
／
四
回

定

員

二
百
人

（
要
事
前
申
込
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
東
京
セ
ン
タ
ー
（
�
０３
―

３

２
１
１
―

１
６
７
０
）
ま
で
。

日

時

十
月
四
日
（
土
）
十
三
時
〜
十
八
時

会

場

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
第
一
学
舎
一
号
館
千
里
ホ
ー
ル

今
秋
、「
い
ま
裁
判
員
制
度
が

日
本
に
導
入
さ
れ
る
意
義
〜
児

島
惟
謙
の
思
想
的
源
流
を
探
り

つ
つ
〜
」
と
題
す
る
鼎
談
が
、

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ

れ
る
。
裁
判
員
制
度
の
導
入
を

提
起
さ
れ
た
元
司
法
制
度
改
革

審
議
会
長
、
佐
藤
幸
治
京
都
大

学
名
誉
教
授
（
憲
法
）、
大
津
事

件
や
旧
憲
法
下
で
の
陪
審
制
の

研
究
者
、
三
谷
太
一
郎
東
京
大

学
名
誉
教
授
（
日
本
政
治

史
）、
本
学
に
お
け
る
児
島
惟
謙

研
究
者
の
一
人
、
竹
下
賢
法
務

研
究
科
教
授
（
法
哲
学
）
を
壇

上
に
招
き
、
法
学
研
究
所
長
の

吉
田
栄
司
法
学
部
教
授
（
憲

法
）
が
司
会
を
務
め
る
。

「
司
法
権
と
民
主
制
」
に
関

す
る
三
人
の
小
講
演
の
の
ち
、

鼎
談
前
半
で
「
明
治
憲
法
下
の

司
法
権
と
陪
審
制
」
を
、
ボ
ア

ソ
ナ
ー
ド
や
司
法
�
江
藤
新
平

と
い
っ
た
児
島
惟
謙
と
関
係
の

深
い
人
物
と
も
関
連
づ
け
て
議

論
し
、
後
半
で
は
「
日
本
国
憲

法
下
の
司
法
権
と
裁
判
員
制

度
」
を
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
や
国

務
大
臣
金
森
徳
次
郎
の
発
想
か

ら
解
き
起
こ
し
、
現
時
点
に
お

い
て
日
本
が
、
欧
米
制
度
に
類

似
す
る
制
度
導
入
に
踏
み
切
る

意
義
と
問
題
点
を
明
ら
か
に
す

る
企
画
と
な
ろ
う
。

事
前
申
込
不
要
。
問
い
合
わ

せ
は
研
究
所
事
務
室
（
�
０６
―

６

３
６
８
―

１
１
７
９
）
ま
で
。

（
法
学
研
究
所
）

○
政
策
創
造
学
部
教
授

白
石

真
澄
著

『
白
石
真
澄
流

す
っ
ぴ
ん
お

仕
事
術
』

（
平
成
二
十
年
六
月
五
日
・
明

治
書
院
・
定
価
千
二
百
六
十
円

�
税
込
�
）

題目・講師

「風景の近代―フェルメールの二面性」
蜷川順子（関西大学文学部教授）

「偽りの風景―ヤン・ボトの失墜と復活」
幸福 輝（国立西洋美術館シニア・キュレーター）

「遠近法の東西―山水画と風景画」
佐々木健一（日本大学文理学部教授）

「植民地期アフリカにおける『風景』の形成
―John Thomas Baines を中心に―」

北川勝彦（関西大学経済学部教授）

「地理風景の発見
―近代における東洋地理学の学問化―」

渡邊欣雄（首都大学東京都市教養学部教授）

「アレキサンダー・フォン・フンボルトが見た
中南米の風景―探検から科学的調査へ―」

野間晴雄（関西大学文学部教授）

「南イタリアの風景の再発見」
陣内秀信（法政大学デザイン工学部教授）

「�脱中心化�と�再中心化�
―風景経験のダイナミズム」

木岡伸夫（関西大学文学部教授）

「近代和風住宅と風景」
土屋和男（常葉学園大学造形学部准教授）

開催日

１０／４
（土）

１０／１１
（土）

１０／１８
（土）

１０／２５
（土）

題目（予定）

イスラーム化以前の中央アジア
―東西交渉史上の役割―

地図に描かれたアジア、
地図を描いたアジア

Deltas and Deities:Landscapes
of the Imperial Picturesque

環インド洋世界とヨーロッパ人

総合討論

講 師

栄 新江
北京大学歴史系教授

宮 紀子
京都大学人文科学研究所助教

Dutta Arindam
マサチューセッツ工科大学准教授

羽田 正
東京大学東洋文化研究所教授

�東京センター公開講座�開催

三
研
究
所
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

�夏休みの良い思い出に�

テ
ー
マ
は�
ア
ジ
ア
が
結
ぶ
東
西
世
界
�

８
月
１
・
２
日
に
開
催

紙
芝
居
や�
お
宝
鑑
定
�も

多
彩
な
４
コ
ー
ス

受
講
生
を
募
集

法
学
研
究
所
主
催
・
法
学
部
共
催
で

児
島
惟
謙
没
後
百
年

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

夏期集中・後期開講講座受付中

活

用

し
よ
う

図
書
館
間
の
相
互
利
用
制
度

平成２０年（２００８年）７月１１日第 ３５５ 号（１１）



千里山キャンパスが吹田の地に誕生したのは1922（大正11）年のこと。
最初に建ったのは予科校舎で、その後、学生の集会室であるクラブハウスや
大学本館などが次々と建設されますが、これらの建物はすでに姿を消してお
り、現在、博物館や年史資料展示室などの入っている「簡文館」が、千里山
キャンパスに残る最も古い建物となっています。そして、この「簡文館」こ
そが、昨年（平成19年）、文化庁から国の登録有形文化財として指定を受け
た建物なのです。関西大学では初めての登録有形文化財です。
「簡文館」は1928（昭和3）年に大学図書館として建てられました。現

在の博物館第1展示室は「簡文館」が図書館であったころ、閲覧室として使
用されていましたが、昭和初期に建てられた大学図書館の雰囲気は、今もな
お高い天井や梁、壁の意匠などに色濃く残っています。
「簡文館」では1955（昭和30）年に大規模な増築工事が行われました。

現在、博物館の第2展示室となっている円形建物がこのとき建てられた所で
すが、この増築建物の設計を担当したのが、のち1967（昭和42）年に文化
勲章を受章する建築家・村野藤吾氏です。村野氏は、旧そごう百貨店大阪本
店や新歌舞伎座など、数多くの建物を設計しており、なかでも広島の世界平

和記念聖堂は、戦後の建築物として初めて重要文化財に指定されました。
「簡文館」が登録有形文化財に選ばれたのは、昭和初期の大学図書館の雰

囲気を今によく伝えていることや、建築家・村野藤吾氏の作品であるからで
すが、関西大学のキャンパスには「簡文館」以外にも「ITセンター」や茶道
部の「茶室」、第一中学校の「円形校舎」など、村野作品がいくつも残って
います。村野作品の特徴は、円形の構造や曲線を多用したディテールなどに
ありますが、こうした建物を訪ねてキャンパスを巡ってみると、新たな発見
があって楽しいかもしれませんね。

関西大学では、環境に配慮し、試
験問題や答案用紙、会議資料など、
大学が排出する機密文書約5,000キ
ロをトイレットペーパーとして再利
用しています。

これらの文書は、いままでもリサイクル紙として溶解
処理されていましたが、この５月からは、オリジナルトイ
レットペーパーとしてみなさんのお役に立っています。
その名も「ＫＵエコロール」。
千里山キャンパスや関西大学北陽高等学校などの学

舎・校舎で、使用されています。

今から86年前の1922（大正11）年6月5日、関西大学は大学令に基
づく大学（旧制）となりました。すでにそれ以前から「関西大学」の名
称は使っていましたが、法的には専門学校の扱いであり、この認可によ
って名実ともに帝国大学と肩を並べる大学になったのです。現在、6月5
日を「昇格記念日」という本学独自の祝日にしているのは、こうした理
由があるからです。
悲願であった大学昇格を果たした当時の大学関係者は、吹田に新しく

千里山学舎を設け、校舎や施設を次々と建設しました。その1つが400
メートルのトラックをもつグラウンドです。1926（大正15）年に完成

したグラウンドは当時、東洋一
と称され、ここから昭和初期に
一世を風靡した名アスリートた
ちが数多く誕生しました。
時が流れ、まもなく創立100

周年を迎えようとする1983
（昭和58）年、このグラウンド
の南半分のエリアで建設工事の
槌音が響き始めました。170万
冊の図書収容能力と最先端のコ
ンピュータ設備を有する総合図
書館・情報処理センター（現Ｉ
Ｔセンター）の建設が始まった
のです。
それから1年半後、関西大学

スポーツ栄光のあゆみの中で重
要な役割を果たしたグラウンド
は、日本一（当時）といわれる
総合図書館へと姿を変えました。
教育・研究のためとはいえ、か
つてオリンピックのメダリスト
まで輩出したグラウンドの栄光
の記憶を未来へ紡ぐため、総合

図書館正面階段の左手に1つの記念碑が建てられました。
「見上げれば紺碧の空があった　地上には世界に

はばた

こうとする意志と
希望があった」という格調高いフレーズで始まるこの記念碑を改めてご
覧いただき、グラウンドの歴史に想いをはせてもらいたいものです。

関西大学で使われている
トイレットペーパーの原料は、

試験の答案用紙である。

阪急「関大前」駅のもとの名称は�
「大学前」駅だった。�

第二のTrivial

総合図書館は昔、グラウンドだった。�
第三のTrivial

千里山キャンパスに現存する�
最も古い建物は、「文化財」である。�

第一のTrivial

グラウンド南半分に建設中の総合図書館・
情報処理センター（昭和59年）

まずは、この写真をご覧くださいs

これは「関大前」駅が「大学前」駅
と呼ばれていたころの駅舎の写真で
す。
阪急千里線の前身は、1921（大

正10）年4月に十三―豊津間で営業
運転を開始した北大阪電気鉄道で
す。同年10月に豊津から千里山ま
で延長されますが、このとき「大学前」という駅が設置されました。
「大学前」駅は現在、ボウリング場の前にあるコンビニ付近に位置して
いました。「大学前」駅の一つ淡路寄りは「花壇町」という駅でしたが、この
駅があったのは関西大学幼稚園の前あたりです。当時は電車の編成が短
かったため、駅と駅の距離も短かったのです。
「大学前」駅は、1944（昭和19）年から本土空襲の際の輸送対策として
行われた駅の統廃合により一時閉鎖されましたが、1946（昭和21）年に
は業務を再開しています。しかし、1964（昭和39）年に駅間距離の見直
しが行われた結果、「大学前」駅と「花壇町」駅が統合され、両駅の中間地

点に現在の「関大前」駅が設置されました。
ちなみに、「大学前」駅と合併した「花壇町」駅は、もとも

と「千里山花壇」駅として誕生しましたが、以後、「千里山
遊園」「千里山厚生園」「千里山遊園」「女子学院前」「花壇町」
と、87年間に6回も名前が変わっています。駅名改称には、
その時々の事情がありましたが、時代の流れに弄ばれた駅
名は「関大前」駅になって、ようやく落ちついたのです。

簡文館

昭和４年ごろの千里山学舎
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夏
期
休
暇
に
な
る
と
、
普

段
の
緊
張
感
が
一
気
に
緩

み
、
安
易
な
好
奇
心
か
ら

数
々
の
誘
惑
に
負
け
、
マ
ル

チ
商
法
や
薬
物
中
毒
、
Ｈ
Ｉ

Ｖ
感
染
、
中
絶
な
ど
不
幸
な

結
果
に
陥
る
危
険
性
が
高
ま

っ
た
り
、
ま
た
、
自
分
だ
け

で
は
な
い
と
か
自
分
く
ら
い

な
ら
と
い
っ
た
甘
え
か
ら
、

マ
ナ
ー
や
モ
ラ
ル
が
低
下
し

が
ち
で
あ
る
。
わ
が
国
で
は

自
殺
者
が
一
日
に
八
十
人
を

超
え
、
他
人
の
命
を
軽
視
し

た
凶
悪
犯
罪
も
連
日
の
よ
う

に
報
道
さ
れ
、
海
外
で
は
自

然
災
害
等
で
も
多
く
の
人
命

が
失
わ
れ
て
い
る
。
当
然
な

が
ら
、
学
生
諸
君
に
は
、
犯

罪
や
災
害
の
主
人
公
は
も
ち

ろ
ん
、
関
係
者
・
被
害
者
に

も
な
っ
て
ほ
し
く
な
い
。
ど

う
か
、
関
大
生
で
あ
る
と
い

う
強
い
自
覚
・
モ
ラ
ル
意
識

の
も
と
に
有
意
義
な
休
暇
を

過
ご
し
て
、
秋
に
は
よ
り
成

長
し
た
顔
で
戻
っ
て
き
て
く

れ
る
こ
と
を
願
う
。

（
笹
本

幸
祐
）

�編集後記�

後
藤

健
太
（
ご
と
う
・
け

ん
た
）
准
教
授

専
門
は
経
済
発
展
論
。
東

南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
開
発
問

題
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

最
近
の
研
究
関
心
は
グ
ロ
ー

バ
ル
生
産
体
制
に
お
け
る
途

上
国
の
産
業
高
度
化
に
関
す

る
諸
問
題
に
あ
る
。
怪
し
い

現
地
語（
ベ
ト
ナ
ム
語
）を
操

り
、地
場
市
場
に
出
没
す
る
。
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